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１
月
４
日
、江
北
町
公
民
館
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
た
平
成
29
年
江
北
町
成

人
式
に
、華
や
か
な
振
り
袖
や
真
新
し
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ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
77
名
の
新

成
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の
皆
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が
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ま
し
た
。

　
第
１
部
の
成
人
式
は
、新
た
に
自
立

し
た
人
生
を
踏
み
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す
ス
タ
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ト
で

あ
り
、社
会
的
な
権
利
を
手
に
入
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と
と
も
に
義
務
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を
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う
こ
と

へ
の
宣
誓
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儀
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す
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は
、
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ま
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方
か
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力
強
い
エ
ー
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が
新
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な
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で
社
会
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一
歩
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ま
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第
２
部
の
新
成
人
の
集
い
で
は
、

『
一
人
一
言
』と
い
う
こ
と
で
、一
人
ず

つ
近
況
報
告
や
目
標
を
語
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
に
未
来
を
担
う
新

成
人
の
た
く
ま
し
さ
を
感
じ
、今
後
は

成
人
と
し
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感
を
持
ち
目
標
を
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ん
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ほ
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。
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　私はこれまでの二十年間生きてきて、人と人とのつながりの大事さを痛感
しています。勉学に勤しんでいた時も、部活動に打ち込んでいた時も、そし
て人生の節目となるような大きな壁が立ちはだかった時も、いつも周りにい
る友達や仲間の存在が自分を後押ししてくれていたと確信しています。
　ときには競い合い、助け合う友達や仲間とのつながりが自分たちをここま
で導いてきました。これからもそのような繋がりを大事にし、これから待ち
受けているであろう困難も乗り越えていくことを決意しております。

新成人代表　田中崚太

覚えていますか？20年前のこ
と

1997年のおもな出来事など
●消費税率を5%に引き上げ
●日本サッカー　悲願のＷ杯への出場を決める
●ヒット曲　安室奈美恵「CAN YOU CELEBRATE?」
　　　　　　KinKi Kids「硝子の少年」など
●ヒット映画　もののけ姫
●流行語大賞　「失楽園」（小説失楽園より）

・
よ
か
男
に
な
っ
て
親
孝
行
し
ま
す
！

・
国
家
試
験
合
格
し
て
ス
テ
キ
な
ナ
ー

ス
に
な
る
。

・
大
人
と
し
て
自
覚
を
持
ち
責
任
あ
る

行
動
を
と
る
。

・
元
気
で
何
事
も
が
ん
ば
る
。

・
責
任
感
を
持
ち
、
目
の
前
の
や
る
べ

き
こ
と
を
一
つ
ず
つ
こ
な
し
て
い
き

ま
す
。

・
高
齢
化
社
会
に
貢
献
す
る
。

・
気
遣
い
の
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

・
良
い
お
嫁
さ
ん
と
結
婚
。

・
就
活
生
な
の
で
就
活
が
ん
ば
り
ま
す
。

あ
と
早
く
安
定
し
ま
す
。

・
か
わ
い
い
女
性
に
な
り
た
い
。

・
立
派
な
社
会
人
に
な
り
ま
す
。

・
日
本
の
た
め
に
が
ん
ば
る
。

・
自
覚
と
責
任
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
。

・
仕
事
と
卓
球
を
両
立
さ
せ
て
、
女
で

一
人
育
て
て
く
れ
た
母
に
恩
返
し
を

し
ま
す
。

・
面
白
く
立
派
な
大
人
に
な
り
ま
す
。

・
心
の
面
で
も
成
長
す
る
！
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　平成28年分所得税・消費税及び地方消費税の確定申告並びに平成29年度住民税申告を、下記日程のと
おり実施します。確定申告に必要な書類等（平成28年分の収入・支出が分かるもの、医療費控除分の領収
書及び合計額、源泉徴収票、各種控除証明書、認印等）は早めに準備し、申告時にご持参ください。また、消
費税の申告が必要な方は、課税売上高等の金額が分かる資料等が必要となりますので、事前に準備してお
いてください。（簡易課税のみ受け付けます。）

受付時間　：　午前８時30分から午後５時00分まで（昼休憩　午後12時00分から午後１時00分まで）
受付場所　：　江北町役場　（北側）　郷土資料館　１階会議室     
問い合せ　：　江北町役場　町民課　税務係　（電話番号）０９５２－８６－５６１３

月　 日
2月16日
2月17日
2月20日
2月21日
2月22日
2月23日
2月24日
2月26日
2月27日
2月28日
3月  1日
3月  2日
3月  3日
3月  6日
3月  7日
3月  8日
3月  9日
3月10日
3月13日
3月14日
3月15日

曜日
木
金
月
火
水
木
金
日
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水

午　前

岳
石　原
上　区
新　宿

西　分
下　分
祖子分
馬　場
下　惣

江口・正徳
八　中
八　北
大　西
南　郷
東　分

午　後

宿
申告整理
観音下

申告整理

上　分
野　口

申告整理
上　惣

申告整理
申告整理
八　南

申告整理
東　区

申告整理
土　元

浪　花　・　仲　町　・　平　山　・　日ノ出
鹿の口 ・ 新　町　・　高　砂　・　原　宿

門　前　・　花　祭　・　白　木

「 確定申告 」 日程のお知らせ

平成28年分所得税・消費税及び地方消費税の確定申告並びに平成29年度住民税申告日程表

申告後半になると大変混雑いたします。早めに準備して確定申告を済ませましょう。

消費税及び地方消費税確定申告　　平成29年2月16日(木)から平成29年3月31日（金）まで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊ただし、閉庁日（土・日・祭日）を除く

※今年度よりマイナンバーを証する書類が必要になります。

申告整理
申告整理

日曜日申告受付

ま ち の 動 き

種　別
香　典
御　祝
その他
合　計

件　数
1
10
10

　21件

支出額（円）
５,０００

５７，０００
９４，２０１

１５６，２０１
※その他については町人会への寄贈品代等です。（平成28年10月～平成28年12月分）

町　長
交際費

平成28年度

ＭＣＡ戸別受信機はお持ちですか？

◎MCA戸別受信機をまだお持ちで無い方へ
江北町では、町民のみなさんの安全・安心・快適な暮らしを支援するため、ＭＣＡ戸別受信機
を無料配布・貸与しています。
印鑑をご持参のうえ、役場２階政策課までお越しください。
　ご不明な点は、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。
※MCA個別受信機は、江北町内に住民票をもつ世帯に配布しています。

◎MCA戸別受信機を既にお持ちの方へ
転出・転居等の事由で受信機を使わなくなった際は、受信機の返還をお願いします。また、最
近音の聞こえ方が悪くなった…など、お悩みの際は下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

◎江北町公式Facebook もご活用ください
　放送を聞き逃した方や、聞き取れなかった方
に向けて、定時放送の内容を掲載しています。
　その他、町のイベント情報等を掲載しており
ますので、ぜひご活用ください。

問い合わせ
江北町役場政策課企画情報係
℡ 86-5612
Facebook URL
https://www.facebook.com/kouhokumachi/

・健康診断、各種イベントの実施
　案内等、
　暮らしに役立つ情報の発信
・町内で発生した火災等の
　災害情報をお知らせ
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瑞宝双光章　受章！　古賀昭治さん
　平成28年12月1日発令日で、元消防団長の古賀昭治氏（花祭
区）が高齢者叙勲（瑞宝双光章）を受章され、内閣総理大臣から授
与されたものを伝達いたしました。
　受章した古賀さんは、昭和19年から平成7年までの51年にわた
り消防団活動に精励されました。火災、水害、遭難者救助など数多
くの消防団活動に従事され、団員活動で鍛えた体は、今でも元気そ
のもの。これからも江北町の発展にお力添えをお願いします。

初日の出登山

クリスマスライトファンタジー
　12月23日（金）、ネイブルにおいて第19回江北町クリスマス
ライトファンタジーが開催されました。
　ケーキバイキングや歌やダンス、出店コーナー、お楽しみ抽
選会などが会場を大きく賑わせました。
　今年は、悪天候のためバルーンの係留飛行は中止となりま
したが、ネイブル多目的ホールでバルーンを膨らませて、その
中でこどもたちが遊んでいました。
　普段、触れないバルーンで貴重な体験ができたのではない
でしょうか。子どもたちも汗をかきながらはしゃいでいました。

佐賀国体　強化指定選手に認定！
　2023 年に開催される佐賀国体で活躍が期待される

「県強化指定選手」の認定が行われ、江北小学校からは 4
名が指定選手に認定されました。
　本年度認定されたのは、＜陸上＞鶴田恋子さん（5 年）、
百﨑智輝さん（5 年）、＜剣道＞山下敦史さん（5 年）、＜水
泳＞百﨑暖さん（4 年）です。
　12 月 22 日には、強化指定選手に認定された 4 名が
山田町長に報告に来庁されました。国体選手に選ばれる
ようこれからもがんばってください。応援しています。

消防団出初式
　1月8日（日）に、消防出初式を行いました。
 当日は雨天により、小学校運動場から全天候スポーツ広場に場所
が変更となりましたが、団員総勢240名が参加し、分列行進など盛
大に式典を執り行い、式の中で、永年勤続や無火災表彰など消防に
功労のあった団員及び部に対し、賞状等を贈りました。
 今年も無火災を目標に、防火意識を高め、一万町民の生命財産の
為よろしくお願いいたします。

ボランティア・サポート・プログラム調印式
　12月26日（月）に、江北町女性ネットワークの会と
佐賀国土事務所及び江北町がボランティア・サポー
ト・プログラム協定を締結しました。
　この協定は、国土交通省が管理している道路（国
道）を対象として、実施されている道路の美化・清掃
プログラムです。実施団体の江北町女性ネットワーク
会は協定の内容に従って活動を実施し、道路管理者で
ある国土事務所は清掃用具などを貸与支給します。
　江北町女性ネットワーク会の皆さん、江北町の環境
美化のためご協力をよろしくお願いします。

～こうトピ～こうほくTopics

元旦に毎年恒例の白木パノラマ孔園までの初日の出登山が行われました。今年は天候にも
恵まれ、300人以上の方が参加しました。

うるるでリズム遊びを開催
　1 月 19 日（木）のうるる『ぴよぴよルーム』では、吉牟
田久美先生（佐賀県リズムダンス研究会インストラク
ター）をお招きしてリズム遊びを開催しました。
　ふれあい遊び、アンパンマン体操など、子どもがたく
さん楽しめる体操に加えて、産後に落ちてしまった筋肉
を鍛える運動など、保護者の為になる内容も盛り込まれ
ていました。
　最後に子育てのミニミニ講演も行われ、子どもの健や
かな成長には保護者が寄り添うことが大事ですという
ことを話していただきました。
　親も子も楽しめる楽しい企画となりました。
　講師の吉牟田先生、お越しになった保護者の皆さま、
ご参加いただきありがとうございました。

五輪　金メダリスト  伊調馨選手  江北町にエール !!
　昨年のリオオリンピックで 4 連覇を果たし、国民栄誉賞を受賞
した伊調馨選手が 1 月 8 日、9 日に佐賀県内で開催されたレスリ
ング教室の講師を務められました。
　このレスリング教室には山田町長も訪問し、世界一の選手を間
近で見学し、その技や練習に取り組む姿勢に驚かれていました。
　また、江北小学生でレスリングをしている藤瀬夏唯くんもこの
教室に参加しました。藤瀬くんは、昨夏の全国大会で全国ベスト 8
になった実力者です。伊調選手から学んだことをいかして、来年度
の目標は全国優勝だと言うことです。
　伊調選手は江北町の子どもたちに向けて「スポーツを楽しみ続
けてください。自分も続けてきたからこそ結果がある。」と継続す
ることの大切さを教えてくれました。
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瑞宝双光章　受章！　古賀昭治さん
　平成28年12月1日発令日で、元消防団長の古賀昭治氏（花祭
区）が高齢者叙勲（瑞宝双光章）を受章され、内閣総理大臣から授
与されたものを伝達いたしました。
　受章した古賀さんは、昭和19年から平成7年までの51年にわた
り消防団活動に精励されました。火災、水害、遭難者救助など数多
くの消防団活動に従事され、団員活動で鍛えた体は、今でも元気そ
のもの。これからも江北町の発展にお力添えをお願いします。

初日の出登山

クリスマスライトファンタジー
　12月23日（金）、ネイブルにおいて第19回江北町クリスマス
ライトファンタジーが開催されました。
　ケーキバイキングや歌やダンス、出店コーナー、お楽しみ抽
選会などが会場を大きく賑わせました。
　今年は、悪天候のためバルーンの係留飛行は中止となりま
したが、ネイブル多目的ホールでバルーンを膨らませて、その
中でこどもたちが遊んでいました。
　普段、触れないバルーンで貴重な体験ができたのではない
でしょうか。子どもたちも汗をかきながらはしゃいでいました。

佐賀国体　強化指定選手に認定！
　2023 年に開催される佐賀国体で活躍が期待される

「県強化指定選手」の認定が行われ、江北小学校からは 4
名が指定選手に認定されました。
　本年度認定されたのは、＜陸上＞鶴田恋子さん（5 年）、
百﨑智輝さん（5 年）、＜剣道＞山下敦史さん（5 年）、＜水
泳＞百﨑暖さん（4 年）です。
　12 月 22 日には、強化指定選手に認定された 4 名が
山田町長に報告に来庁されました。国体選手に選ばれる
ようこれからもがんばってください。応援しています。

消防団出初式
　1月8日（日）に、消防出初式を行いました。
 当日は雨天により、小学校運動場から全天候スポーツ広場に場所
が変更となりましたが、団員総勢240名が参加し、分列行進など盛
大に式典を執り行い、式の中で、永年勤続や無火災表彰など消防に
功労のあった団員及び部に対し、賞状等を贈りました。
 今年も無火災を目標に、防火意識を高め、一万町民の生命財産の
為よろしくお願いいたします。

ボランティア・サポート・プログラム調印式
　12月26日（月）に、江北町女性ネットワークの会と
佐賀国土事務所及び江北町がボランティア・サポー
ト・プログラム協定を締結しました。
　この協定は、国土交通省が管理している道路（国
道）を対象として、実施されている道路の美化・清掃
プログラムです。実施団体の江北町女性ネットワーク
会は協定の内容に従って活動を実施し、道路管理者で
ある国土事務所は清掃用具などを貸与支給します。
　江北町女性ネットワーク会の皆さん、江北町の環境
美化のためご協力をよろしくお願いします。

～こうトピ～こうほくTopics

元旦に毎年恒例の白木パノラマ孔園までの初日の出登山が行われました。今年は天候にも
恵まれ、300人以上の方が参加しました。

うるるでリズム遊びを開催
　1 月 19 日（木）のうるる『ぴよぴよルーム』では、吉牟
田久美先生（佐賀県リズムダンス研究会インストラク
ター）をお招きしてリズム遊びを開催しました。
　ふれあい遊び、アンパンマン体操など、子どもがたく
さん楽しめる体操に加えて、産後に落ちてしまった筋肉
を鍛える運動など、保護者の為になる内容も盛り込まれ
ていました。
　最後に子育てのミニミニ講演も行われ、子どもの健や
かな成長には保護者が寄り添うことが大事ですという
ことを話していただきました。
　親も子も楽しめる楽しい企画となりました。
　講師の吉牟田先生、お越しになった保護者の皆さま、
ご参加いただきありがとうございました。

五輪　金メダリスト  伊調馨選手  江北町にエール !!
　昨年のリオオリンピックで 4 連覇を果たし、国民栄誉賞を受賞
した伊調馨選手が 1 月 8 日、9 日に佐賀県内で開催されたレスリ
ング教室の講師を務められました。
　このレスリング教室には山田町長も訪問し、世界一の選手を間
近で見学し、その技や練習に取り組む姿勢に驚かれていました。
　また、江北小学生でレスリングをしている藤瀬夏唯くんもこの
教室に参加しました。藤瀬くんは、昨夏の全国大会で全国ベスト 8
になった実力者です。伊調選手から学んだことをいかして、来年度
の目標は全国優勝だと言うことです。
　伊調選手は江北町の子どもたちに向けて「スポーツを楽しみ続
けてください。自分も続けてきたからこそ結果がある。」と継続す
ることの大切さを教えてくれました。
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【平成28年度】
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編集・発行／佐賀県江北町議会

contents
●一般質問
●各常任委員会
●条例改正
●意見書
●編集後記

江北町に生息する野鳥
★お年玉クイズ★（2月28日締切り）
番号①～⑦までの江北町に生息する野鳥の名前をお答えください。
抽選によりビッキーストラップを 10 名様にプレゼント。
応募方法　表紙に直接記入しファックスしていただくか、ハガキにて受付
氏名・住所を明記し、議会事務局　広報編集委員会　宛て送付してください。
〒849-0592　江北町大字山口 1651-1　ＦＡＸ 86-2130
①　　　　　　　　②　　　　　　　　③　　　　　　　　④　　　　　　　　
⑤　　　　　　　　⑥　　　　　　　　⑦　　　　　　　　

住所 氏名

①

②

③

④

⑤ ⑥ ⑦

まだ受診されてない方は、自分自身では気づきにくい生活習慣病を早期発見・予防するために、
年 1回の特定健康診査を受診し、自分の健康状態を知ることで、健康管理を行いましょう。
「治療中の方」「病院で定期的に検査を受けている方」も対象となります。治療とあわせて健康状
態を確認しましょう。

※職場や医療機関で受けた血液検査で、上記の検査項目結果がそろっている場合は、　必要な問診等を
町が行うことで、特定健診の受診に代える事もできます。健診結果の提出にご協力をお願いします。

※接種できるワクチンの種類などは、医療機関によって異なります。接種を希望される方は、医療機関に
実施の有無をご確認の上、直接予約をお願いします。

この時期は、4月からの入園・入学に備え、保護者の方に予防接種への関心をもってもらい、接種
漏れを見直すよい時期と考えられます。

◆接種期限が近づいています。まだ、接種がお済でない方は、早めに接種下さい。

特定健康診査は受診されましたか？

予防接種の受け忘れはありませんか？
　　　　今一度、母子手帳を確認しましょう。

特定健診の医療機関での受診期間は、
　　　　平成 29年２月 28日までです。

【特定健診を受ける時に持っていくもの】
　・特定健康診査受診券  ・特定健康診査受診票  ・国民健康保険証
　・健診費用（自己負担金 1000 円） ※70 歳以上の方は無料
　　　　　　　　　　　　　　（受診券・受診票を紛失された方は再発行します）

● 麻しん風しん予防接種

≪特定健診検査項目≫
・身体計測　　　　　　　　  ・血液検査
　（身長・体重・腹囲）　　　　肝機能（GOT・GTP・γ-GTP）
・医師の診察　　　　　　　　　脂質（中性脂肪・HDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ ・LDLｺﾚｽﾃﾛｰﾙ）　
・血圧測定　　　　　　　　　　糖（血糖値・ヘモグロビンA1c(HbA1c)*）　
・尿検査（蛋白・糖・潜血*）　 腎機能（血清クレアチニン・eGFR ）*
・問診（治療歴や内服状況等）　尿酸*　

* マークがついたものは、佐賀県独自で追加されている項目です。

【問い合わせ先】　　江北町保健センター　　電話 71-6324

【問い合わせ先】　　江北町保健センター　　電話 71-6324

２期(年長児)・・平成22年４月２日～平成23年４月１日生まれの方
公費（無料）での接種期限が平成29年３月31日までとなります。

● 二種混合予防接種 （小学6年生) ・・平成16年４月２日～平成17年４月１日生まれの方
公費（無料）での接種期限が13歳未満までとなります。

※平成2９年３月１日(水)～3月７日(火)は「子ども予防接種週間」です
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一
般
質
問
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問　

岩
屋
、
高
砂
の
町
営

住
宅
の
改
修
、
改
築
に
関

し
て
は
、
同
時
進
行
の
話

合
い
だ
っ
た
と
思
う
。

　

岩
屋
団
地
は
原
宿
団
地

と
し
て
完
成
し
た
。
次
に
、

近
い
将
来
必
ず
必
要
と
な

る
高
砂
住
宅
の
改
修
、
改

築
に
関
し
、
町
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

町
長　

今
ま
で
の
議
論
の

整
理
を
す
る
と
、
平
成
23

年
度
町
営
住
宅
長
寿
命
化

基
本
計
画
で
は
、
既
存
建

物
の
個
別
の
改
修
に
よ
る

長
寿
命
化
計
画
を
お
こ
な

う
と
な
っ
て
い
た
。

　

平
成
24
年
６
月
、
県
と

の
協
議
の
中
で
交
付
金
の

要
件
に
、
改
修
で
あ
れ
ば

該
当
し
な
い
と
指
摘
を
受

け
、
岩
屋
団
地
は
移
転
、

改
築
と
な
っ
た
。

　

高
砂
住
宅
に
関
し
て
は
、

当
分
の
間
、
部
分
的
修
繕

に
よ
る
、
維
持
管
理
で
補

修
を
行
っ
て
い
く
と
な
っ

て
い
る
。

問　

今
の
住
環
境
は
決
し

て
良
い
と
は
言
え
な
い
。

建
物
は
勿
論
、
風
呂
、
ト

イ
レ
、
な
ど
を
見
る
と
、

今
の
時
代
と
か
け
離
れ
て

い
る
。

　

町
営
で
あ
り
な
が
ら
、

下
水
道
の
完
備
も
さ
れ
て

い
な
い
、
立
地
も
傾
斜
地

で
あ
り
、
高
齢
者
、
子
ど

も
達
に
は
安
全
な
場
所
と

は
言
え
な
い
、
早
急
な
対

応
が
必
要
。

町
長　

現
状
の
ま
ま
で
い

い
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
長
寿
命
化
計
画

を
策
定
し
た
時
点
で
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
全
面
的

な
建
て
替
え
を
す
る
の
か
、

改
修
で
長
寿
命
化
を
図
る

の
か
、
ま
た
民
間
の
共
同

住
宅
も
含
め
て
、
江
北
町

の
経
営
管
理
の
中
で
検
討

し
て
い
く
。

問　

岩
屋
団
地
の
跡
地
に

つ
い
て
。
移
転
後
、
約
一

年
に
な
る
が
、
利
用
計
画

は
。

町
長　

複
数
の
企
業
か
ら

問
い
合
わ
せ
が
来
て
い
る
。

今
ま
で
想
定
さ
れ
た
企
業

と
の
話
し
合
い
で
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
進
む
こ
と
に

な
る
。

問　

江
北
町
は
Ｊ
Ｒ
長

崎
・
佐
世
保
線
を
境
に
、

町
の
様
子
も
対
照
的
で
あ

る
。
南
は
農
村
地
帯
と
商

業
地
帯
で
、
道
路
、
水
路

と
も
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

北
は
、
大
型
の
企
業
が

あ
り
、
出
勤
、
退
職
時
に

は
交
通
量
も
多
い
。

　

町
長
公
約
の
、
肥
前
山

口
駅
北
側
開
発
を
含
め
、

上
小
田
地
区
の
発
展
、
環

境
整
備
が
必
要
。
町
長
の

考
え
は
。

建
設
課
長　

肥
前
山
口
駅

周
辺
に
関
し
て
は
、
杵
藤

土
木
事
務
所
で
、
平
成
28

年
度
調
査
設
計
、
地
元
説

明
会
を
行
い
、
29
年
度
事

業
認
可
を
申
請
、
30
年
度

に
事
業
実
施
を
計
画
し
て

い
る
。

　

ま
た
道
路
整
備
と
合
せ

て
、
上
小
田
地
区
の
発
展

と
環
境
整
備
も
検
討
す
る
。

問　

地
元
説
明
会
は
、
ど

の
よ
う
な
範
囲
で
お
こ
な

う
の
か
。

建
設
課
長　

県
道
に
歩
道

を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と

で
、
Ｊ
Ｒ
を
含
め
た
そ
の

周
辺
の
住
民
。

問　

山
口
駅
北
口
を
起
点

と
し
て
、
上
小
田
地
区
を

含
め
ト
ー
タ
ル
的
な
考
え

で
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、

上
小
田
地
区
の
店
舗
が
閉

店
と
な
り
、
日
常
の
買
い

物
に
も
困
る
人
た
ち
も
多

く
み
ら
れ
る
。

　

町
づ
く
り
委
員
会
な
ど

立
ち
上
げ
て
早
急
な
対
応

が
必
要
。　

町
長　

駅
北
口
周
辺
の
整

備
と
も
き
ち
ん
と
向
き
合

い
、
上
小
田
地
区
振
興
、

町
営
住
宅
の
在
り
方
等
、

町
民
の
意
見
を
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
、
研
究
し
て
い

く
。

吉
岡
隆
幸　

議
員

融和と対話、経営で町政の発展に努力する町長

江北町の将来のための施策を

町
営
住
宅
に
対
す
る

考
え
は

町
長 

江
北
町
の
経
営

管
理
の
中
で
検
討
し

て
い
く

わ
が
町
の
駅
北
側

整
備
に
つ
い
て

町
長 

駅
北
口
整
備
と

き
ち
ん
と
向
き
合
い
、

研
究
す
る

整備が望まれる駅北口

改善が急がれる高砂住宅
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土
渕
茂
勝　

議
員
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43,100

14.32%

平成11年度 12年度 14年度 18年度 20年度 25年度 26年度

国　保　税　の　推　移

介護導入 税率改定 税率改定 後期導入 税率改定

医
療
分

介
護
分

後
期
支
援
分

合

　計

（単位：円）

問　

町
は
こ
れ
ま
で
、
国

保
会
計
の
赤
字
を
住
民
負

担
で
解
決
し
て
き
た
が
、

長
引
く
不
況
の
中
、
所
得

も
減
り
、
年
金
も
引
き
下

げ
ら
れ
、
町
民
の
負
担
は

限
界
に
き
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
決
算
で
４
、

７
４
９
万
円
の
赤
字
と
な

っ
て
お
り
、
こ
の
赤
字
分

を
住
民
負
担
に
す
る
の
で

は
な
く
、
一
般
財
源
か
ら

繰
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

少
な
く
と
も
、
過

去
３
年
間
は
国
保
加
入
者

の
所
得
は
減
っ
て
い
な
い
。

　

そ
の
上
で
、
一
般
会
計

か
ら
繰
り
出
し
を
と
い
う

こ
と
だ
が
、
自
助
、
共
助
、

公
助
で
い
け
ば
、
公
助
の

世
界
。

　

こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
状
況

で
変
わ
る
が
、
優
先
順
位

は
自
助
、
共
助
、
公
助
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　

保
険
料
率
が
今
い
い
の

か
ど
う
な
の
か
、
ま
さ
に

国
保
運
営
協
議
会
で
議
論

を
い
た
だ
い
て
い
る
。

そ
ち
ら
の
答
申
を
受
け
て

考
え
た
い
。

問　

町
長
は
、
自
助
が
ま

ず
基
本
と
い
わ
れ
る
が
、

社
会
保
障
と
い
う
の
は
公

助
が
基
本
。
公
助
が
あ
っ

て
自
助
、
共
助
が
成
り
立

っ
て
い
る
。
そ
こ
を
思
い

違
い
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
こ
の
15
年
の
間

に
国
保
の
税
額
が
３
回
に

わ
た
っ
て
改
定
さ
れ
、
平

等
割
、
均
等
割
は
２
倍
近

く
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

す
べ
て
町
民
の
税
負
担

と
い
う
形
で
解
決
さ
れ
て

い
る
。
公
助
を
発
揮
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

町
長　

私
は
、
あ
く
ま
で

も
、
自
助
、
共
助
、
公
助

の
順
番
だ
と
確
信
し
て
い

る
、
そ
の
う
え
で
、
国
保

税
の
改
定
に
つ
い
て
、
国

保
運
営
協
議
会
で
協
議
を

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

税
率
の
改
定
が
必
要
な
の

か
ど
う
か
、
そ
の
上
で
、

も
し
さ
ら
な
る
公
助
が
必

要
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
検

討
し
た
い
。

一
般
質
問

公助が必要なら検討する町長

国保税の引き上げではなく
一般財源からの繰り入れを求める！
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池
田
和
幸　

議
員

持続可能な形で続けられたのかきちんと検証して、これから
の展開の考え方は、自助、共助、公助を前提にしたい

町長

小田地区の歴史と振興について

問　

こ
れ
ま
で
に
小
田
地

区
に
関
す
る
質
問
を
し
て

き
た
が
、
新
し
い
町
長
の

舵
取
り
の
中
、
検
討
中
で

あ
る
件
も
含
め
て
質
問
を

し
ま
す
。

　

最
初
に
、「
歴
史
あ
る

長
崎
街
道
小
田
宿
の
こ
れ

か
ら
は
」
に
つ
い
て

①
観
光
を
含
め
た
新
し
い

イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
の
考
え

は
。

政
策
課
長　

小
田
宿
に
は
、

こ
れ
ま
で
国
庫
補
助
金
等

で
７
，
１
０
９
万
３
千
円

を
活
用
し
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
や
上
小
田
地
区
振

興
委
員
会
の
設
置
を
行
い
、

ま
た
空
き
家
・
空
き
店
舗

再
生
に
よ
る
地
域
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
地
域
の
景
観
ま

ち
づ
く
り
は
、
こ
れ
ま
で

の
活
動
で
生
ま
れ
た
も
の

と
、
従
来
か
ら
の
魅
力
で

あ
る
町
並
み
景
観
を
ど
の

よ
う
に
次
代
に
残
し
て
い

く
か
を
考
え
行
動
し
て
い

く
か
が
重
要
で
、
地
域
の

財
産
等
の
利
活
用
は
地
域

住
民
の
方
々
で
考
え
、
活

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。

問　

地
元
の
方
だ
け
で
考

え
る
の
で
は
な
く
、
行
政

か
ら
の
助
言
、
発
言
も
必

要
と
思
う
が
。

町
長　

こ
の
数
年
間
取
り

組
ん
で
き
た
こ
と
を
ど
の

様
に
展
開
し
て
い
く
か
を

地
元
の
皆
さ
ん
が
議
論
し

て
頂
き
た
い
。
ま
た
持
続

可
能
な
形
で
続
け
ら
れ
た

の
か
き
ち
ん
と
検
証
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
展
開
の
考
え

方
は
、
自
助
、
共
助
、
公

助
を
前
提
に
し
た
い
。

問　

22
世
紀
に
残
す
佐
賀

県
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
関

川
家
住
宅
は
、
建
造
物
に

対
す
る
支
援
を
活
用
さ
れ

て
修
復
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
を
機
に
街
道
を
意
識

し
た
工
夫
は
。

政
策
課
長　

修
復
が
済
み

次
第
考
え
て
い
き
た
い
。

問　

②
カ
ラ
ー
ブ
ロ
ッ
ク

舗
装
で
街
道
の
イ
メ
ー
ジ

も
あ
っ
た
が
、
街
道
を
意

識
し
た
カ
ラ
ー
舗
装
の
考

え
は
。

政
策
課
長　

カ
ラ
ー
化
は
、

多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ

と
、
街
道
沿
い
は
一
般
の

住
宅
で
生
活
道
路
の
機

能
・
役
割
を
果
た
し
て
い

る
の
で
実
施
す
る
予
定
は

な
い
。

問　

③
平
成
４
年
に
設
置

さ
れ
た
２
灯
式
の
街
路
灯

が
、
台
風
に
よ
り
破
損
が

生
じ
て
い
る
件
で
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
等
の
検
証
が
必
要
と
思

う
が
。

産
業
課
長　

街
路
灯
の
修

繕
等
は
商
工
会
を
通
じ
て

交
付
し
て
い
る
、
小
田
商

店
街
組
合
育
成
事
業
費
補

助
金
を
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　

次
に
地
域
振
興
に
つ

い
て

①
小
田
商
店
街
は
商
店
数

も
減
り
厳
し
い
状
態
だ
。

魅
力
あ
る
商
業
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
思
う
が
。

産
業
課
長　

地
元
が
自
ら

や
り
た
い
こ
と
を
示
し
て

頂
け
れ
ば
支
援
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

問　

②
新
設
工
事
の
「
門

前
～
観
音
下
線
」
を
生
か

し
た
活
性
化
を
図
る
振
興

策
の
考
え
は
。

建
設
課
長　

道
路
整
備
を

含
め
、
土
地
利
用
計
画
等

（
工
場
団
地
）と
合
わ
せ
、

小
田
地
区
商
店
街
の
協
力

を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

問　

③
観
光
も
取
り
入
れ

た
自
然
や
歴
史
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
の
考

え
は
。

政
策
課
長　

高
齢
化
、
後

継
者
不
足
な
ど
に
よ
り
地

域
の
力
が
減
退
し
、
１
地

区
の
み
の
活
動
も
限
界
が

生
じ
て
い
る
の
で
、
役
割

分
担
を
行
い
、
行
政
、
地

域
住
民
、
商
工
業
者
が
連

携
し
、
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
み
や
す
い
環
境
を
作
っ

て
い
く
。

問　

門
前
～
観
音
下
線
の

開
通
予
定
と
式
典
や
催
し

の
予
定
は
。

町
長　

開
通
は
２
月
か
３

月
か
は
、
は
っ
き
り
と
し

て
い
な
い
が
、
式
典
は
行

う
予
定
。

22世紀に残す佐賀県遺産
関川家住宅
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問　

東
古
川
の
浸
食
対
策

と
し
て
、
平
成
橋
の
下
流

左
岸
で
工
事
が
施
工
さ
れ

て
い
る
が
、
工
事
の
内
容

は
。

建
設
課
長　

杵
藤
土
木
事

務
所
に
よ
る
と
、
今
年
度

は
平
成
橋
の
下
流
左
岸
約

１
０
０
メ
ー
ト
ル
を
、
の

り
面
を
覆
う
ブ
ロ
ッ
ク
マ

ッ
ト
工
法
で
施
工
す
る
と

の
こ
と
で
、
現
在
、
施
行

中
で
あ
る
。
ま
た
、
来
年

度
以
降
も
同
等
の
工
事
費

を
予
算
計
上
す
る
予
定
と

の
こ
と
。

【
東
古
川
左
岸
工
事
風
景
】

問　

東
古
川
と
支
線
水
路

の
水
路
を
調
節
す
る
樋
管

の
支
線
水
路
側
に
工
事
が

施
工
さ
れ
て
い
る
が
、
工

事
の
内
容
は
。

建
設
課
長　

ブ
ロ
ッ
ク
積

み
の
基
礎
部
分
が
露
出
し

て
い
る
箇
所
の
対
策
と
し

て
、
水
路
を
横
断
し
て
水

と
め
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁

を
設
置
し
、
そ
の
前
後
に

栗
石
を
鉄
網
で
囲
っ
た
も

の
（
ふ
と
ん
か
ご
）
を
敷

き
詰
め
て
い
る
が
、
支
線

水
路
の
水
が
ブ
ロ
ッ
ク
の

基
礎
を
通
っ
て
東
古
川
へ

流
れ
て
い
た
の
で
、
杵
藤

土
木
事
務
所
に
聞
い
た
と

こ
ろ
、
工
法
の
検
討
を
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

問　

東
古
川
堤
防
の
の
り

面
の
張
り
ブ
ロ
ッ
ク
は
県
、

町
ど
ち
ら
の
占
用
工
作
物

か
。

建
設
課
長　

張
り
ブ
ロ
ッ

ク
と
Ｕ
字
溝
は
、
町
の
占

用
物
件
で
あ
る
。

問　

張
り
ブ
ロ
ッ
ク
の
損

壊
対
策
は
。

建
設
課
長　

現
在
、
堤
防

の
の
り
面
を
ブ
ロ
ッ
ク
マ

ッ
ト
工
法
で
施
工
中
で
あ

る
が
、
そ
の
中
で
施
行
さ

れ
る
。

町
長　

県
で
順
次
整
備
さ

れ
る
も
の
と
理
解
し
て
い

る
。
ま
た
、
張
り
ブ
ロ
ッ

ク
等
は
、
河
川
の
構
造
物

と
い
う
考
え
方
も
で
き
る

の
で
、
あ
わ
せ
て
県
に
相

談
を
し
た
い
。

問　

地
域
防
災
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
制
度
と
は
、
ど
の
よ

う
な
制
度
か
。

総
務
課
長　

内
閣
や
防
衛

省
が
実
施
す
る
研
修
過
程

を
受
け
、
防
災
行
政
に
係

る
実
務
経
験
等
を
有
す
る

者
で
、
内
閣
か
ら
証
明
を

受
け
た
者
。

問　

特
別
交
付
税
措
置
の

内
容
と
対
象
要
件
は
、
ど

の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い

る
か
。

総
務
課
長　

内
容
は
、
上

限
が
３
４
０
万
円
で
、
そ

の
対
象
と
な
る
経
費
に
つ

い
て
、
そ
の
２
分
の
１
、

い
ず
れ
か
少
な
い
ほ
う
が

交
付
さ
れ
る
。
要
件
は
、

防
災
に
関
す
る
必
要
な
研

修
等
を
受
講
し
た
者
、
か

つ
防
災
行
政
に
係
る
一
定

程
度
の
実
務
経
験
を
有
す

る
者
。

政
策
課
長　

勤
務
形
態
は
、

常
勤
職
員
、
ま
た
は
同
様

の
勤
務
時
間
以
上
勤
務
す

る
職
員
。　

問　

防
災
・
減
災
に
係
る

対
策
は
、
町
民
の
命
を
守

る
、
身
体
を
守
る
、
町
土

を
守
る
と
い
う
行
政
上
、

最
も
重
要
な
施
策
で
あ
る

の
で
、
こ
の
制
度
を
活
用

し
、
危
機
管
理
専
門
職
員

を
採
用
・
配
置
し
て
、
早

急
に
危
機
管
理
体
制
の
確

立
を
図
る
べ
き
で
は
。　

町
長　

有
事
の
危
機
対
応
、

ま
た
平
時
か
ら
の
備
え
と
、

そ
れ
に
対
す
る
専
門
的
知

見
、
ま
た
は
そ
の
経
験
か

ら
助
言
、
指
導
し
て
い
た

だ
く
人
材
の
活
用
は
必
要

と
思
う
。
例
え
ば
、
杵
藤

広
域
圏
で
専
門
的
な
職
員

を
設
置
し
、
各
市
町
で
活

用
し
た
ら
ど
う
か
。

渕
上
正
昭　

議
員

平成橋の下流左岸約 100 メートルをのり面を覆う
ブロックマット工法で施工中

町長

東古川堤防の浸食対策の
進捗状況について

支
線
水
路
川
床
の

洗
掘
対
策
に
つ
い
て

張
り
ブ
ロ
ッ
ク
の

損
壊
対
策
に
つ
い
て

町
長　

杵
藤
広
域
圏
で
専
門
的
な
職
員
を
設
置

　

  

し
、
各
市
町
で
活
用
し
た
ら
ど
う
か

危
機
管
理
専
門
職
員
の
採
用
・
配
置
に

つ
い
て

水とめコンクリート擁壁

崩れた張りブロック
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問　

買
い
物
難
民
と
は
、

従
来
型
の
商
店
街
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
の
店

舗
が
閉
店
す
る
こ
と
で
、

そ
の
地
域
の
住
民
が
食
料

品
や
生
活
必
需
品
の
買
い

物
に
困
る
人
々
の
こ
と
で
、

特
に
高
齢
で
行
動
範
囲
が

狭
く
な
ら
れ
た
方
々
が
不

便
を
来
し
て
お
ら
れ
る
。

　

産
業
省
の
推
計
に
よ
る

と
、
全
国
で
６
０
０
万
人

と
も
７
０
０
万
人
と
も
い

う
方
が
買
い
物
難
民
と
し

て
お
ら
れ
る
そ
う
だ
。
我

が
町
に
お
い
て
も
決
し
て

他
人
事
で
は
な
い
。

　

つ
い
最
近
町
内
の
有
力

ス
ー
パ
ー
が
２
店
舗
相
次

い
で
閉
店
し
た
。
今
ま
で

そ
こ
で
買
い
物
し
て
い
た

人
た
ち
は
大
変
困
っ
て
お

ら
れ
る
。
特
に
高
齢
者
に

と
っ
て
は
重
大
な
問
題
。

こ
う
い
っ
た
ふ
う
に
我
が

町
に
も
買
い
物
難
民
の
波

が
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る

の
は
歴
然
と
し
て
い
る
。

行
政
と
し
て
の
対
策
は
ど

う
な
の
か
。

産
業
課
長　

買
い
物
弱
者

へ
の
対
策
と
し
て
平
成
28

年
４
月
か
ら
循
環
バ
ス
の

イ
オ
ン
江
北
店
乗
り
入
れ

や
重
度
の
障
害
者
へ
の
タ

ク
シ
ー
券
の
発
行
な
ど
、

交
通
手
段
の
支
援
を
行
っ

て
い
る
。又
、社
会
福
祉
協

議
会
や
小
田
商
店
街
等
の

商
業
者
に
よ
る
買
い
物
代

行
や
宅
配
サ
ー
ビ
ス
等
も

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
町

と
し
て
も
関
係
機
関
や
地

域
商
業
者
等
と
連
携
し
今

後
も
買
い
物
弱
者
を
生
ま

な
い
社
会
を
目
指
し
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

問　

買
い
物
支
援
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
、
町
、
社
会
福

祉
協
議
会
、
町
内
ス
ー
パ

ー
の
３
者
が
連
携
し
て
宅

配
事
業
を
お
こ
な
っ
た
り
、

あ
る
い
は
民
間
を
活
用
し

て
、
軽
ト
ラ
ッ
ク
を
使
っ

た
移
動
ス
ー
パ
ー
を
導
入

し
て
い
る
町
村
も
あ
る
よ

う
だ
が
我
が
町
と
し
て
の

考
え
は
。

町
長　

各
種
の
買
い
物
支

援
に
通
じ
る
サ
ー
ビ
ス
は

町
や
民
間
で
す
で
に
行
わ

れ
て
は
い
る
が
、
今
度
き

ち
ん
と
そ
の
と
こ
ろ
を
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
又
、
そ
の
こ
と
を
町

民
に
知
ら
せ
活
用
し
て
も

ら
う
と
い
う
の
も
、
町
と

し
て
の
大
事
な
役
目
と
思

う
。
そ
う
い
っ
た
な
か
、

移
動
ス
ー
パ
ー
に
つ
い
て

は
各
商
店
街
で
立
ち
上
げ

て
ほ
し
い
。

問　

農
林
水
産
省
の
調
査

に
よ
る
と
国
内
に
お
け
る

年
間
の
野
生
鳥
獣
に
よ
る

被
害
は
２
４
０
憶
円
で
そ

の
う
ち
で
イ
ノ
シ
シ
に
よ

る
被
害
が
最
近
で
は
急
増

し
て
い
る
と
の
事
だ
。

　

我
が
町
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
る
よ
う
だ
が
被
害

状
況
は
ど
う
な
の
か
。

産
業
課
長　

平
成
27
年
度

で
水
稲
17
万
５
千
円
、
大

豆
82
万
３
千
円
、
果
樹
類

95
万
９
千
円
と
Ｊ
Ａ
や
農

業
共
済
組
合
か
ら
聞
い
て

い
る
。

問　

本
当
に
こ
れ
だ
け
な

の
か
。
も
っ
と
他
に
も
被

害
が
あ
る
の
で
は
な
い
の

か
。

産
業
課
長　

共
済
対
象
作

物
以
外
の
作
物
に
つ
い
て

は
、
被
害
面
積
、
量
、
額

の
算
出
が
困
難
で
あ
る
と

の
事
。
又
、
鳥
類
に
よ
る

被
害
は
上
が
っ
て
い
な
い
。

町
長　

被
害
額
の
照
会
が

Ｊ
Ａ
と
農
業
共
済
組
合
と

い
う
こ
と
で
そ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
が
、
町
独
自

で
本
当
の
被
害
の
実
態
を

把
握
で
き
て
い
な
い
と
い

う
の
は
問
題
で
あ
る
。
今

後
、
町
単
独
で
調
査
を
し

て
も
他
の
市
町
と
ば
ら
ば

ら
で
あ
れ
ば
意
味
が
な
い

の
で
他
の
市
町
と
相
談
を

し
て
、
実
態
の
把
握
を
ど

ん
な
形
で
や
る
べ
き
か
考

え
て
み
た
い
。

問　

鳥
獣
被
害
対
策
の
年

間
予
算
額
と
事
業
内
容
は
。

産
業
課
長　

交
付
金
を
含

め
約
５
５
０
万
円
の
予
算

で
あ
る
。
運
用
に
関
し
て

は
江
北
町
、
大
町
町
、
Ｊ

Ａ
さ
が
み
ど
り
の
３
者
で

杵
島
地
区
有
害
鳥
獣
広
域

駆
除
対
策
協
議
会
を
立
ち

上
げ
取
り
組
ん
で
い
る
。

鳥
獣
被
害
防
止
特
措
法
に

基
づ
き
３
年
間
の
被
害
防

止
計
画
を
立
て
狩
猟
免
許

保
持
者
や
役
場
職
員
で
構

成
し
て
い
る
鳥
獣
被
害
対

策
実
施
隊
を
中
心
に
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

問　

現
在
行
っ
て
い
る
分

で
は
不
十
分
な
の
で
は
な

い
の
か
。
も
っ
と
予
算
を

つ
け
本
気
の
対
策
が
必
要

で
は
な
い
の
か
。

産
業
課
長　

今
年
度
か
ら

県
の
捕
獲
委
託
事
業
の
拡

充
で
、
捕
獲
班
を
地
域
で

作
っ
て
も
ら
い
、
農
業
者

に
免
許
を
取
っ
て
も
ら
い

現
場
で
捕
獲
し
て
も
ら
う

モ
デ
ル
地
区
を
つ
く
る
。

田
中
宏
之　

議
員

各種の買い物支援に対するサービスを
一度キチンと検証する必要があると思う

町長

買い物難民に対する対策は

鳥
獣
被
害
対
策
の

強
化
を
は
か
れ

町
長 

本
当
の
被
害
実

態
を
町
独
自
で
把
握

で
き
て
な
い
の
は
問

題
で
あ
る
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問　

上
小
田
地
区
の
現
状

に
お
い
て
課
題
が
多
い
中
、

道
路
網
の
整
備
と
し
て
、

門
前
・
観
音
下
線
の
魚
市

場
か
ら
町
道
新
宿
・
石
原

線
ま
で
が
今
年
３
月
に
開

通
の
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

そ
の
後
、
こ
の
路
線
の
延

長
計
画
は
。
ま
た
、
上
小

田
地
区
の
生
活
道
路
で
あ

る
石
原
区
内
の
三
角
屋
か

ら
永
林
寺
保
育
園
ま
で
の

旧
商
店
街
の
道
路
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
火
災
を
き

っ
か
け
に
、
地
域
か
ら
も

拡
幅
を
望
ん
で
い
る
と
の

声
を
聞
く
。
沿
線
に
は
空

き
家
が
多
い
中
、
道
路
拡

幅
に
つ
い
て
町
が
積
極
的

に
動
い
て
い
か
な
い
と
い

つ
ま
で
も
で
き
な
い
と
思

う
が
。

町
長　

門
前
・
観
音
下
線

の
門
前
ま
で
の
延
長
計
画

に
つ
い
て
は
、
県
道
の
バ

イ
パ
ス
工
事
と
し
て
県
で

事
業
し
て
い
た
だ
く
よ
う

知
事
あ
て
に
要
望
書
を
出

し
て
い
る
。
石
原
区
の
旧

商
店
街
の
町
道
の
拡
幅
に

つ
い
て
は
、
生
活
道
路
の

改
良
と
し
て
地
元
の
協
力

を
得
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問　

佐
藤
食
品
工
業
の
米

飯
工
場
を
誘
致
す
る
と
し

て
、
岩
屋
団
地
を
移
転
さ

せ
そ
の
跡
地
を
米
飯
工
場

に
備
え
る
と
し
た
。
最
近
、

隣
接
す
る
空
き
地
の
一
部

に
民
間
企
業
が
造
成
を
し

て
い
る
。
米
飯
工
場
誘
致

は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

町
長　

米
飯
工
場
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
、
佐
藤
食

品
工
業
に
企
業
誘
致
提
案

と
い
う
形
で
行
っ
て
い
く
。

岩
屋
団
地
跡
地
は
別
の
企

業
か
ら
も
引
き
合
い
が
あ

っ
て
い
る
。
工
場
団
地
整

備
に
つ
い
て
は
、
岩
屋
の

跡
地
の
み
な
ら
ず
門
前
・

観
音
下
線
と
絡
め
て
他
の

候
補
地
に
つ
い
て
も
県
と

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

問　

町
長
公
約
で
あ
る

「
旧
炭
住
地
区
の
住
環
境

整
備
」
に
つ
い
て
、
炭
住

区
を
含
む
上
小
田
地
区
整

備
計
画
等
の
構
想
は
。

町
長　

旧
炭
住
地
区
に
お

い
て
は
、
中
長
期
的
な
視

点
で
環
境
改
善
な
ど
を
考

え
て
い
く
。

問　

上
小
田
地
区
の
課
題

に
つ
い
て
、
地
域
の
声
を

井
上
敏
文　

議
員

石原商店街町道の拡幅は、地元協力を得ながら検討する
企業誘致は来年度提案活動を行い、県と協議して進める

町長

上小田地区の今後の振興策は

町
長　

す
ぐ
に
取
り
掛
か
る
も
の
で
は
な
い
が

　
　
　

 

必
要
性
は
感
じ
て
い
る

町
民
運
動
広
場
の
新
設
を
望
む

自転車通行も危険な石原旧商店街の町道

聞
く
た
め
の
協
議
会
を
設

立
し
て
は
。

町
長　

協
議
会
に
つ
い
て

は
、
最
近
ま
で
設
置
さ
れ

て
い
た
上
小
田
地
区
振
興

委
員
会
の
内
容
を
整
理
し

て
か
ら
考
え
て
い
く
。

問　

か
つ
て
、
本
町
に
は

西
分
地
区
に
町
民
グ
ラ
ン

ド
が
あ
っ
た
。
現
在
は
全

天
候
ス
ポ
ー
ツ
広
場
等
複

数
の
施
設
に
建
て
替
え
ら

れ
て
お
り
、
町
の
屋
外
ス

ポ
ー
ツ
行
事
は
学
校
グ
ラ

ン
ド
を
利
用
し
て
い
る
。

い
つ
ま
で
も
学
校
施
設
を

使
う
の
は
教
育
環
境
上
好

ま
し
く
な
い
。
県
内
で
も

町
民
グ
ラ
ン
ド
を
持
っ
て

い
な
い
の
は
本
町
だ
け
。

ス
ポ
ー
ツ
の
町
の
看
板
が

泣
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
町
民
が
自
由
に
使
え

る
グ
ラ
ン
ド
が
で
き
れ
ば
、

町
長
が
唱
え
る
「
健
康
福

祉
日
本
一
の
町
に
！
」
の

公
約
の
も
と
、
町
民
の
健

康
増
進
、
さ
ら
に
は
医
療

費
の
削
減
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

こ
の
町
民
運
動
広
場
の
復

活
に
つ
い
て
、
町
長
の
見

解
を
。

町
長　

運
動
広
場
は
、
花

山
、
鳴
江
、
高
砂
運
動
広

場
が
あ
る
。
学
校
グ
ラ
ン

ド
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
協
議
し
て
お
り
支

障
は
な
い
と
聞
い
て
い
る
。

問　

本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
は
各
地
に
分
散
し
て
い

る
。
県
内
で
は
町
の
中
心

に
み
ん
な
が
集
ま
る
グ
ラ

ン
ド
は
ど
こ
で
も
あ
る
。

必
要
と
思
う
が
。

町
長　

す
ぐ
に
と
は
い
か

な
い
が
、
必
要
性
は
感
じ

て
い
る
。
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坂
井
正
隆　

議
員

使い道については寄付者の意向もあり、制約もある。ふるさと納税
を初めとした財源確保を前提に平成29年4月から実施したい

町長

問　

２
月
の
町
長
選
挙
で

大
き
く
５
つ
の
公
約
が
提

示
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
に

学
校
給
食
の
完
全
無
料
化

と
あ
っ
た
。
現
在
、
子
育

て
支
援
と
し
て
、
小
学
校

１
年
生
、
中
学
校
１
年
生

そ
し
て
、
第
３
子
以
降
の

子
供
達
合
わ
せ
て
約
２
百

名
に
対
し
て
無
料
化
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
経

費
と
し
て
１
，
０
０
０
万

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

小
中
、
全
学
年
無
料
化

と
な
る
と
、
新
た
に
３
，

０
０
０
万
円
の
追
加
財
源

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

町
長
は
、
こ
の
財
源
を

ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

て
と
の
考
え
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町

と
し
て
情
報
発
信
が
本
格

的
に
さ
れ
た
の
は
、
ま
だ

最
近
の
事
だ
が
、
現
在
１

億
６
，
８
０
０
万
円
の
納

税
が
あ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
。
こ
の
無
料
化
に
つ
い

て
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
完
全

実
施
を
す
る
の
か
伺
い
た

い
。　
　
　
　
　
　
　
　

町
長　

広
い
世
帯
を
対
象

に
し
て
、
子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
が
図
れ
な
い
か

と
い
う
事
の
中
か
ら
、
完

全
無
料
化
の
公
約
を
掲
げ

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

　

実
際
に
実
施
し
て
い
く

上
で
当
然
、
ふ
る
さ
と
納

税
を
含
め
た
と
こ
ろ
の
財

源
確
保
が
前
提
で
あ
る
。

　

12
月
現
在
で
約
１
億
７

千
万
円
の
ふ
る
さ
と
納
税

を
頂
い
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
約
３
割
弱
が
町
の
収

入
と
な
る
が
そ
の
使
途
、

使
い
道
に
つ
い
て
は
制
約

が
あ
る
。　

　

１
億
７
千
万
円
の
内
子

育
て
、
教
育
、
文
化
事
業
、

に
使
う
よ
う
に
指
定
を
頂

い
て
い
る
の
は
２
，
１
０

０
万
円
し
か
な
い
。
ふ
る

さ
と
納
税
を
含
め
て
、
財

源
確
保
を
す
る
と
い
う
こ

と
を
前
提
で
ぜ
ひ
来
年
の

４
月
か
ら
給
食
費
の
完
全

無
料
化
は
実
施
し
た
い
。

完
全
無
料
化
の
実
施
に
当

っ
て
は
、
既
存
の
事
業
の

見
直
し
を
行
い
た
い
。
中

学
３
年
生
に
支
給
し
て
い

る
卒
業
祝
い
金
一
人
３
万

円
の
見
直
し
を
行
い
、
無

料
化
の
一
助
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。　
　
　

問　

現
在
実
施
さ
れ
て
い

る
給
食
費
無
料
に
つ
い
て

そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
と
思

う
が
、
完
全
無
料
化
と
な

る
と
、
子
ど
も
達
か
ら
見

て
、
親
に
対
し
て
働
い
て

食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
と
感

謝
の
気
持
ち
を
も
て
る
子

ど
も
達
に
育
て
上
げ
る
こ

と
が
、
教
育
現
場
と
し
て

出
来
る
の
か
疑
問
に
思
う

が
。

町
長　

公
約
と
し
て
完
全

無
料
化
を
掲
げ
て
き
た
。

当
然
す
べ
き
と
思
っ
て
い

る
。

ふるさと納税を、小中学校給食の
完全無料化に充当するのか！

問　

交
通
事
故
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
返
上
に
向
け
、
町
、

町
民
、
議
会
と
も
に
取
り

組
み
を
し
て
い
る
。
今
高

齢
者
の
起
こ
す
交
通
事
故

が
全
国
的
に
問
題
視
さ
れ

て
い
る
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ

ー
、
65
歳
以
上
の
免
許
保

有
者
は
約
１
，
６
４
０
万

人
、５
人
に
１
人
で
あ
る
。

多
い
事
故
の
ケ
ー
ス
と
し

て
、
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
誤

り
や
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー

キ
の
踏
み
違
い
逆
走
等
々

が
あ
る
。
70
歳
を
超
え
る

方
に
は
、
更
新
時
に
講
習

が
義
務
図
け
ら
れ
て
い

る
。
高
齢
者
の
起
こ
す
事

故
、
殆
ど
が
人
身
事
故
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
私
は

法
的
な
こ
と
も
あ
り
強
制

は
出
来
な
い
と
思
う
が
、

事
故
の
先
取
り
、
未
然
防

止
と
い
う
観
点
、
あ
る
い

は
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
返
上
と

言
う
観
点
か
ら
自
主
返
納

の
推
進
に
当
っ
て
は
、
町

内
で
使
え
る
タ
ク
シ
ー
の

チ
ケ
ッ
ト
公
共
の
乗
り
物

等
々
の
プ
レ
ミ
ア
が
必
要

と
思
う
が
、
町
と
し
て
も

是
非
、
推
進
を
図
っ
て
頂

き
た
い
。

総
務
課
長　

自
主
返
納
さ

さ
れ
た
方
へ
の
タ
ク
シ
ー
、

バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関

の
割
引
を
導
入
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

タ
ク
シ
ー
券
の
配
付
、
買

物
代
行
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、

買
物
弱
者
に
対
す
る
施
策

の
充
実
や
地
域
交
通
の
検

証
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

町
長　

免
許
の
返
納
自
体

強
力
に
進
め
る
と
言
う
こ

と
の
是
非
と
い
う
の
は
、

ま
さ
に
議
論
さ
れ
て
い

る
。
免
許
の
返
納
そ
の
も

の
に
つ
い
て
は
、
私
も
思

っ
て
い
る
。
い
ざ
事
故
を

起
こ
し
て
問
題
視
す
る
よ

り
は
更
新
の
厳
格
化
を
と

考
え
る
。

給食センター内

全
国
で
発
生
し
て
い
る

高
齢
者
の
交
通
事
故
を
問
う

町
長 

高
齢
者
に
対
す

る
更
新
の
厳
格
化
が

必
要
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問　

ワ
ー
ス
ト
汚
名
返
上

の
取
り
組
み
に
、
町
長
初

め
職
員
の
立
哨
活
動
を
心

強
く
思
っ
て
い
る
。

　

交
通
安
全
総
合
点
検
終

了
後
の
指
摘
場
所
と
改
善

策
に
つ
い
て
の
考
え
を
。

建
設
課
長　

国
道
34
号
線

６
カ
所
、
国
道
２
０
７
号

線
７
カ
所
、
町
道
14
カ
所

の
指
摘
が
あ
っ
た
。
ベ
ス

ト
電
器
横
歩
道
側
の
防
護

柵
の
設
置
、
小
学
校
入
口

の
横
断
歩
道
縁
石
整
備
、

幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
横
の

横
断
歩
道
整
備
を
各
管
理

者
の
改
善
に
向
け
て
の
取

組
み
を
要
望
さ
れ
た
。

問　

新
宿
通
学
路
の
歩
道

設
置
の
そ
の
後
の
検
討
は
。

建
設
課
長　

警
察
署
よ
り

正
式
な
横
断
歩
道
設
置
は

不
可
。
注
意
喚
起
の
路
面

表
示
を
交
差
点
の
２
か
所

に
今
年
度
中
に
対
応
す
る
。

問　

町
内
に
お
け
る
高
齢

者
に
関
す
る
事
故
は
Ｈ
26

年
１
３
５
件
中
３
６
件
。

Ｈ
27
年
１
２
５
件
中
43

件
、
交
通
政
策
基
本
法
に

基
づ
き
出
さ
れ
た
白
書
で

は
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体

と
な
っ
た
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
等
が
交
通
安
全
上
重

要
で
、
充
実
す
る
事
に
よ

り
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
の

免
許
返
納
、
交
通
事
故
の

減
少
を
図
る
と
さ
れ
て
い

る
が
、
タ
ク
シ
ー
券
、
循

環
バ
ス
の
見
直
し
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

町
長　

自
主
返
納
制
度
は

ま
だ
出
来
て
い
な
い
が
、

門
前
～
観
音
下
線
県
道
の

バ
イ
パ
ス
事
業
化
、
東
分

交
差
点
右
折
車
線
の
２
車

線
化
等
交
通
安
全
対
策
観

点
か
ら
見
た
道
路
改
良
を

国
や
県
に
要
望
活
動
、
提

案
活
動
を
ハ
ー
ド
面
か
ら

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

問　

交
通
網
の
充
実
に
よ

り
自
主
返
納
が
期
待
さ
れ

る
。
小
型
バ
ス
に
す
る
と

か
で
以
前
の
よ
う
な
循
環

バ
ス
の
再
検
討
は
。

町
長　

町
の
地
域
交
通
の

あ
り
方
に
問
題
意
識
を
持

っ
て
い
る
が
２
年
目
以
降

の
テ
ー
マ
。
交
通
機
関
を

利
用
し
て
暮
ら
し
て
頂
け

る
街
を
目
標
に
し
て
い
る
。

問　

県
設
備
補
助
事
業
最

終
年
度
に
間
に
合
う
よ
う

ト
イ
レ
洋
式
設
備
を
お
願

い
し
て
い
た
が
な
ぜ
改
修

出
来
な
か
っ
た
か
。

町
長　

27
年
９
月
質
問
後

の
５
項
目
に
つ
い
て
の
対

応
を
各
課
よ
り
報
告
さ
せ

る
。

総
務
課
長　

建
築
か
ら
30

年
経
過
し
、
庁
舎
の
あ
り

方
を
含
め
総
合
的
に
庁
舎

整
備
と
併
せ
て
検
討
す
る

と
い
う
事
で
し
て
な
い
。

福
祉
課
長　

福
祉
セ
ン
タ

ー
２
階
は
工
事
見
積
を
と

り
検
討
し
た
が
、
利
用
頻

度
を
考
え
見
送
る
話
と
な

っ
た
。

こ
ど
も
教
育
課
長　

小
学

校
は
対
象
73
か
所
の
う
ち
洋

式
男
性
用
が
12
か
所
、
洋
式

女
性
用
が
18
か
所
、
兼
用
が

１
か
所
あ
り
、
現
状
で
問
題

な
い
と
考
え
て
い
る
。
公
民

館
は
予
算
と
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
で
現
状
の
ま
ま
で
あ
る
、

Ｂ
＆
Ｇ
は
施
設
改
修
補
助
事

業
が
あ
る
が
改
修
の
規
模
、

時
期
に
つ
い
て
最
終
的
結
論

が
出
ず
申
請
は
し
て
い
な
い
。

町
長　

一
言
で
言
え
ば
結

果
的
に
は
ど
こ
も
や
っ
て

い
な
い
と
の
課
長
の
答
弁

だ
っ
た
と
思
う
。
本
気
で

や
る
か
ど
う
か
で
予
算
も

確
保
で
き
る
。
気
持
ち
と

ア
イ
デ
ア
で
解
決
し
た
い
。

町
内
の
公
共
施
設
の
洋
式

化
を
順
次
行
っ
て
い
く
。

問　

安
全
、
安
心
、
快
適

な
町
作
戦
の
中
で
灯
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
街
灯
、

歩
道
整
備
、
危
険
カ
所
解

消
を
打
ち
出
さ
れ
た
町
長

の
思
い
を
お
尋
ね
し
た
い
。

町
長　

街
路
灯
は
道
路
管

理
者
で
設
置
、
防
犯
灯
に

つ
い
て
は
区
か
ら
の
申
請

だ
が
指
摘
の
よ
う
に
、
い

ろ
ん
な
目
で
見
て
必
要
箇

所
は
検
討
し
た
ほ
う
が
い

い
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
婦

人
会
か
ら
も
提
案
い
た
だ

い
て
区
へ
紹
介
し
検
証
し

た
後
、
改
め
て
区
の
申
請

と
し
て
上
げ
れ
る
よ
う
婦

人
会
の
提
案
を
期
待
し
て

い
る
。

問　

冬
時
間
の
暗
さ
の
中

で
女
性
が
少
し
危
険
な
目

に
遭
っ
た
事
も
あ
り
、
交

通
安
全
母
の
会
と
し
て
も

町
内
を
回
り
防
犯
灯
設
置

カ
所
を
提
案
し
た
い
と
思

う
。
皆
で
安
心
し
て
住
め

る
安
全
な
江
北
町
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
事
を
約
束

し
合
い
た
い
と
思
う
。

三
苫
紀
美
子 

議
員

●町の地域交通のあり方に問題意識を持っているが、
　２年目以降のテーマにしたい
●交通機関を利用して頂ける町を目標にしている

町長

交通安全対策について
　　①交通安全総合点検の指摘と改善策は
　　②タクシー券・循環バスの見直しは

灯
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
へ
の
期
待

町
長 

い
ろ
い
ろ
な
目

で
必
要
な
所
を
検
討

し
た
ほ
う
が
い
い

な
ぜ
届
か
ぬ
弱
者
の
声

（
循
環
バ
ス
）
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平
成
28
年
度
江
北
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

歳
入

災
害
復
旧
費

問　

消
防
費
県
補
助
金
に

つ
い
て
は
２
月
に
開
催
し

た
研
修
会
と
同
様
の
内
容

か
。

政
策
課
長
補
佐　

現
場
に

出
向
い
て
マ
ッ
プ
作
り
を

行
う
も
の
で
、
各
区
の
自

主
防
災
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

の
方
に
案
内
す
る
予
定
。

歳
出

消
防
費

問　

災
害
時
は
防
災
係
だ

け
で
な
く
、
政
策
課
を
含

め
た
人
数
で
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
ま
れ
て
は
ど

う
か
。

　

地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
研

修
は
、
大
雨
に
よ
る
浸
水

基
準
が
変
わ
っ
た
の
で
参

加
者
、
地
元
に
対
し
そ
の

内
容
を
説
明
し
た
ら
ど
う

か
。

総
務
課
長　

防
災
係
と
行

政
係
で
２
班
に
分
か
れ
て

対
応
。

　

浸
水
深
を
お
知
ら
せ
す

る
の
は
大
事
な
こ
と
。
標

高
板
を
町
内
20
数
カ
所
設

置
し
て
い
る
。
自
主
防
災

組
織
等
で
話
せ
る
資
料
は

作
成
し
て
い
か
な
く
て
は

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

江
北
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問　

固
定
資
産
税
の
課
税

標
準
特
例
措
置
の
軽
減
割

合
は
固
定
資
産
の
設
備
を

設
置
し
た
時
の
話
か
。

町
民
課
長　

設
備
設
置
し
、

申
し
出
が
あ
る
こ
と
を
想

定
し
、
法
律
に
基
づ
き
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

問　

医
療
費
控
除
の
特
例

措
置
で
同
一
世
帯
の
中
で
、

２
人
が
申
告
し
て
い
い
の

か
。

町
民
課
長
補
佐　

一
人
の

方
が
医
療
費
控
除
を
使
い
、

も
う
一
人
の
方
が
特
例
の

分
を
使
う
と
い
う
こ
と
も

可
能
。

問　

新
築
の
サ
ー
ビ
ス
付

き
高
齢
者
向
け
賃
貸
住
宅

に
係
る
税
額
の
減
額
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

町
民
課
長　

地
方
税
法
付

則
の
15
条
６
の
２
項
に
、

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
新
築
さ
れ
た
旧
高

層
耐
火
建
築
物
と
明
記
さ

れ
て
い
る
建
築
基
準
法
第

29
条
の
３
に
該
当
す
る
建

物
。

江
北
町
国
民
健
康
保
険
税

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
改
正
に
つ
い
て

問　

本
町
に
該
当
す
る
事

例
は
あ
る
か
。

町
民
課
長
補
佐　

該
当
す

る
事
例
は
な
い
。

江
北
町
子
ど
も
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

問　

県
内
一
斉
で
の
現
物

給
付
化
に
よ
る
自
己
負
担

金
が
よ
く
伝
わ
っ
て
い
な

い
よ
う
だ
が
。

福
祉
課
長　

小
学
校
就
学

後
の
子
ど
も
の
医
療
費
助

成
は
、
各
市
町
の
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
実
施

し
て
い
る
の
で
県
の
補
助

は
一
切
な
い
。
対
象
年
齢

や
自
己
負
担
額
は
、
各
市

町
で
決
め
ら
れ
る
。

　

２
０
０
万
円
程
度
が
、

医
療
費
と
し
て
増
加
す
る
。

小
学
生
・
中
学
生
の
医
療

費
に
つ
い
て
、
役
場
に
申

請
し
に
来
な
い
で
、
病
院

に
１
か
月
あ
た
り
最
大
１

０
０
０
円
の
自
己
負
担
額

を
支
払
う
こ
と
で
、
平
等

に
助
成
を
受
け
支
援
を
拡

大
す
る
と
い
う
こ
と
。

平
成
28
年
度
江
北
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

障
害
児
通
所
支
援
事
業
に

つ
い
て

問　

障
害
児
通
所
支
援
事

業
の
事
業
所
は
ど
こ
に
あ

る
か
。
給
付
は
本
人
に
対

し
て
か
。

福
祉
課
長　

鹿
島
市
の
す

こ
や
か
教
室
、
小
城
市
の

牛
津
町
や
三
日
月
町
。
給

付
は
事
業
所
に
対
し
て
行

う
。

問　

事
業
所
ま
で
の
送
迎

は
。

福
祉
係
長　

事
業
所
が
送

迎
。
就
学
前
の
児
童
発
達

支
援
事
業
は
、
基
本
的
に

親
も
一
緒
に
療
育
を
受
け

る
。

問　

障
害
児
に
認
定
さ
れ

た
方
が
対
象
と
な
る
の
か
。

福
祉
係
長　

障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
と
い
っ
た
と
こ

ろ
に
な
る
か
と
思
う
が
、

療
育
が
必
要
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
方
も
対
象
。

問　

発
達
障
害
児
の
判
定

に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員

会
と
の
連
携
は
あ
る
か
。

福
祉
課
長　

保
護
者
と
子

ど
も
に
対
し
て
保
健
師
と

担
当
が
面
会
を
実
施
。
連

携
し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
江
北
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

保
健
衛
生
費
に
つ
い
て

問　

健
康
ポ
イ
ン
ト
の
対

象
者
数
や
カ
ー
ド
の
発
行

枚
数
は
。

福
祉
課
長　

平
成
29
年
５

月
１
日
か
ら
実
施
。

　

対
象
者
に
つ
い
て
は
、

20
歳
以
上
の
方
で
７
，
８

０
０
人
程
度
。

平
成
28
年
度
江
北
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

教
育
費
に
つ
い
て

問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金

に
つ
い
て
は
、
佐
賀
国
体

を
見
据
え
て
本
町
か
ら
４

名
の
強
化
選
手
に
選
ば
れ

て
い
る
。
子
ど
も
だ
け
で

な
く
監
督
、
コ
ー
チ
な
ど

の
分
も
出
せ
る
よ
う
に
検

討
を
。

こ
ど
も
教
育
課
係
長　

ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
育
成
補
助

金
の
対
象
で
選
手
だ
け
で

な
く
、
監
督
・
コ
ー
チ
も

対
象
に
な
る
と
交
付
要
請

に
定
め
て
あ
る
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

各
常
任
委
員
会 

Ｑ
＆
Ａ

町
内
視
察

開園予定の小規模保育所
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道
路
橋
簗
費

問　

道
路
の
調
査
設
計
費

に
お
い
て
、
宿
区
の
区
道

の
調
査
内
容
は
。

建
設
課
長　

道
路
の
拡
幅

と
、
歩
道
の
設
置
を
考
え

て
い
る
が
、
ま
ず
道
路
に

埋
設
さ
れ
て
い
る
水
道

管
、
工
業
用
水
管
の
深
さ

等
の
調
査
を
実
施
す
る
も

の
で
、
本
設
計
に
入
る
前

の
予
備
設
計
的
な
も
の
。

調
査
の
時
期
は
、
今
年
度

内
と
考
え
て
い
る
。

 

農
地
費

問　

花
祭
の
飛
郷
の
調
査

内
容
は
。

耕
地
係
長　

防
災
重
点
溜

池
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

震
度
４
～
５
程
度
の
地
震

が
発
生
し
た
時
の
溜
池
の

堤
体
安
全
性
の
調
査
で
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
の

た
め
の
堤
体
調
査
で
あ

る
。

下
水
道
特
別
会
計
事
業
費

問　

工
事
請
負
費
の
内
訳

は
。

環
境
課
長
補
佐　

ポ
ン
プ

本
体
１
台
、
取
り
換
え
作

業
費
、
交
通
運
搬
費
、
諸

経
費
。
こ
れ
に
消
費
税
を

加
え
て
、
３
，
６
７
２
千

円
を
計
上
し
て
い
る
。

農
地
災
害
復
旧
費

問　

工
事
請
負
費
の
内
訳

は
。

建
設
課
長　

本
年
９
月
17

日
か
ら
19
日
の
降
雨
に
よ

り
被
災
し
た
法
面
に
つ
い

て
、
補
助
対
応
で
１
か
所

（
観
音
下
地
区
）、
町
単
独

費
で
１
か
所（
白
木
地
区
）

の
復
旧
工
事
で
あ
る
。

白
木
地
区
災
害
現
場

 

観
音
下
地
区
災
害
現
場

 
江
北
町
農
業
員
会
の
委
員

の
定
数
条
例
の
改
正
に
つ

い
て

問　

定
数
と
要
件
は
。

産
業
課
長　

定
数
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
13
人
で
、

内
訳
は
、
認
定
農
業
者
又

は
法
人
か
ら
過
半
数
の
７

人
、
利
害
関
係
者
以
外
か

ら
１
人
、
要
件
な
し
が
５

人
で
あ
る
。
ま
た
、
13
人

の
中
に
は
、
女
性
が
２

人
、
50
歳
以
下
が
１
人
含

ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

問　

施
行
日
は
。

産
業
課
長　

平
成
29
年
７

月
20
日
か
ら
施
行
す
る
。

園
芸
振
興
費

問　

タ
マ
ネ
ギ
べ
と
病
緊

急
対
策
事
業
の
内
容
は
。

産
業
課
長　

平
成
28
年
産

で
は
べ
と
病
が
大
発
生

し
、
多
く
の
経
営
農
家
に

打
撃
を
与
え
た
こ
と
か

ら
、
①
マ
ン
ゼ
ブ
剤
の
一

斉
防
除
対
策
②
越
年
罹
病

株
処
分
対
策
を
実
施
す
る

も
の
。
ま
た
、
こ
の
事
業

は
、
今
年
度
限
り
の
県
単

事
業
で
あ
る
。

問　

申
請
は
誰
で
も
よ
い

か
。

農
政
係
長　

事
業
主
体
は
、

Ｊ
Ａ
、
集
荷
業
者
、
農
薬

販
売
業
者
、
農
業
者
５
戸

以
上
で
組
織
す
る
団
体
。

旧
上
小
田
団
地
（
岩
屋
）

の
跡
地

 

②
宿
区
の
区
道
現
場

③
飛
郷
溜
池
現
場
（
花
祭

　

地
区
）

④
白
木
地
区
災
害
現
場

⑤
観
音
下
地
区
災
害
現
場

以
上
５
か
所
を
視
察
し
た
。

一
、
江
北
町
農
業
委
員
会

の
委
員
の
定
数
条
例
（
選

挙
の
廃
止
）

一
、
江
北
町
子
供
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
窓
口
一
部
負
担
で
無
料
）

一
、
江
北
町
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
医

療
費
控
除
等
）

一
、
江
北
町
国
民
健
康
保

険
税
条
例
の
一
部
改
正

（
台
湾
籍
へ
の
特
例
）

一
、
地
方
議
会
議
員
の
厚

生
年
金
制
度
へ
の
加
入
を

求
め
る
意
見
書
（
地
方
議

会
に
お
け
る
人
材
確
保
の

観
点
か
ら
）

一
、
衆
議
院
議
員
選
挙
に

お
け
る
合
区
の
解
消
を
求

め
る
意
見
書
（
都
道
府
県

単
位
に
よ
る
代
表
が
国
政

に
参
加
出
来
る
よ
う
）

●
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で

採
択
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

町
内
視
察

請

　
　願

発

　
　議

条
例
改
正

意
見
書
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◇
移
住
・
定
住
支
援
事
業

に
つ
い
て

(

十
一
月
十
七
日
～
十
八
日)

【
宮
崎
県
綾
町
】

　

綾
町
は
宮
崎
県
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
人
口
は

７
，
３
０
０
人
の
町
で
あ

る
。
町
内
は
広
大
な
森
林

が
広
が
り
、
全
国
で
も
貴

重
な
照
葉
樹
林
を
形
成
し

て
お
り
、
こ
の
地
域
は
昭

和
57
年
に
国
定
公
園
に
指

定
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
多
く
の
自
然
を
背
景

に
町
の
基
本
理
念
と
し
て

照
葉
樹
林
都
市
・
綾
町
と

題
し
「
大
自
然
の
中
で
生

活
文
化
を
楽
し
む
ま
ち
づ

く
り
」
を
掲
げ
、
産
業
観

光
の
町
づ
く
り
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
。

◇
職
員
か
ら
説
明
を
受
け

て
い
る
様
子

　

こ
の
事
業
は
平
成
21
年

か
ら
「
若
者
定
住
促
進
住

宅
料
補
助
事
業
」
で
取
り

組
み
、
町
外
か
ら
移
住
さ

れ
る
際
に
、
民
間
住
宅
の

家
賃
一
部
補
助
。
国
庫
補

助
金
、
宝
く
じ
交
付
金
を

活
用
し
、
残
り
を
町
費
で

賄
っ
て
い
る
。
こ
の
事
業

に
並
行
し
て
空
き
家
対
策

事
業
に
も
取
り
組
ん
で
お

ら
れ
、
町
が
空
き
家
の
宿

主
か
ら
五
年
間
借
り
受

け
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム
の

１
５
０
万
円
を
補
助
。
五

年
す
れ
ば
町
か
ら
家
主
に

返
す
が
、
そ
の
後
は
家
主

と
居
住
者
と
の
話
で
、
そ

こ
に
定
住
す
る
と
い
う
制

度
。
二
つ
の
事
業
に
よ

り
、
平
成
23
年
度
か
ら
25

年
度
の
三
年
間
に
４
０
３

人
が
綾
町
に
定
住
を
し
て

い
る
。

◇
ふ
る
さ
と
納
税
・
農
産

物
直
売
所
に
つ
い
て

　

町
長
か
ら
の
指
示
で

は
な
く
職
員
自
ら
が
発

案
し
、
平
成
27
年
度
は

13
億
８
千
万
円
の
寄
付
が

あ
っ
た
。
肉
類
が
返
礼
品

の
72
％
を
占
め
、
地
元
の

綾
牛
、
ぶ
ど
う
豚
だ
け
で

は
供
給
が
追
い
付
か
ず
、

県
及
び
Ｊ
Ａ
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
寄
付
の
九
割
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
の
申
込
み
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い

道
は
、福
祉
バ
ス
の
運
行
、

タ
ク
シ
ー
券
な
ど
。
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て
は
、
ワ
ン

メ
ー
タ
ー
分
を
補
助
し
、

３
㎞
を
境
に
距
離
に
よ
っ

て
限
度
枚
数
を
決
め
て
い

る
。

　

綾
町
で
は
、
農
産
物
直

売
所
「
綾
手
作
り
ほ
ん
も

の
セ
ン
タ
ー
」
を
全
国
に

先
駆
け
設
立
。
国
内
で
初

め
て
の
「
自
然
生
態
農
業

の
推
進
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
、
徹
底
し
た
有

機
栽
培
を
町
が
管
理
し
て

い
る
。
無
農
薬
で
栽
培
さ

れ
た
農
産
物
を
町
が
認
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
綾
町

の
農
産
物
の
信
頼
性
が
高

ま
り
、
一
般
消
費
者
、
納

税
者
か
ら
も
好
評
で
あ

る
。

（
綾
手
作
り
本
物
セ
ン
タ
ー
）

◇
「
農
産
物
支
援
セ
ン

タ
ー
」
の
視
察

　

農
産
物
出
荷
の
管
理
、

配
送
を
一
手
に
行
う
農
産

物
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

町
の
産
業
課
長
で
あ
り
、

支
援
セ
ン
タ
ー
の
所
長
か

ら
返
礼
品
の
出
荷
状
況
を

詳
し
く
説
明
し
て
も
ら
っ

た
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
の
形
を

取
り
な
が
ら
も
、
実
質
的

な
経
営
は
町
が
行
っ
て
い

る
。

　

綾
町
町
長
と
の
対
談
で

は
、「
小
さ
な
町
で
は
、

民
活
に
よ
る
経
済
発
展
は

無
理
が
あ
り
、
行
政
主
導

型
で
町
民
と
一
体
に
な
っ

て
進
め
て
い
か
な
い
と
町

の
活
性
化
は
あ
り
得
な

い
。
行
政
が
主
導
し
経
営

感
覚
を
持
っ
て
で
き
る
限

り
の
こ
と
を
や
っ
て
い
か

な
い
と
町
の
発
展
は
な

い
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。

　

今
回
の
研
修
で
は
、
職

員
の
積
極
的
に
取
り
組
む

姿
勢
と
熱
意
が
感
じ
ら

れ
、
そ
れ
が
町
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と

を
強
く
感
じ
た
。

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会

議
会
閉
会
中
の

委
員
会
活
動
〜

行
政
視
察
報
告

農産物の管理、配送を一手に担う農産物支援
センターでの様子。
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◇
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

の
視
察

(

十
一
月
十
四
日
～
十
五
日)

【
長
崎
県
五
島
市
】

　

五
島
市
は
、
平
成
16
年

８
月
１
日
に
福
江
市
を
中

心
に
１
市
５
町
が
合
併
し

て
誕
生
し
た
市
で
、
九
州

の
最
西
端
、
長
崎
県
の
西

方
海
上
約
１
０
０
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
位
置
し
、
大

小
１
５
２
の
島
々
か
ら

な
る
五
島
列
島
の
南
西

部
に
あ
っ
て
、
総
面
積

４
２
０
．
０
４
キ
ロ
平
方

メ
ー
ト
ル
、
11
の
有
人
島

と
52
の
無
人
島
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

人
口
・
世
帯
数
は
、
合

併
当
時
４
０
，９
０
５
人
、

世
帯
数
２
０
，
８
４
０

が
、
10
年
後
の
平
成
２
６

年
度
末
で
は
、
人
口

３
９
，
１
１
７
人
、
世
帯

数
２
０
，
１
７
９
に
減
少

し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
総
合

戦
略
に
基
づ
き
、
五
島
市

の
地
域
資
源
を
最
大
限
活

用
し
、
良
質
な
雇
用
の
創

出
、
交
流
人
口
の
拡
大
、

移
住
の
促
進
と
子
育
て
支

援
を
重
点
施
策
と
し
て
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

◇
職
員
か
ら
説
明
を
受
け

て
い
る
様
子

 
◇
五
島
市
空
き
家
等
の
適

正
管
理
に
関
す
る
条
例

　

平
成
前
後
で
、
空
港
や

港
の
整
備
が
進
み
、
交
通

手
段
の
高
速
化
の
時
代
に

入
り
、
そ
の
後
の
市
町
合

併
と
、
五
島
市
の
生
活
環

境
が
変
化
し
て
き
た
。
こ

の
間
、
大
型
商
業
施
設
の

郊
外
へ
の
立
地
等
に
よ

り
、
商
店
街
に
空
き
店

舗
が
目
立
つ
よ
う
に
な

り
、
ま
た
、
住
宅
地
周
辺

の
商
店
も
次
々
に
閉
店
さ

れ
、
日
常
の
生
活
も
し
づ

ら
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、

住
宅
の
空
き
家
も
目
立
つ

よ
う
に
な
り
、
瓦
や
外
壁

等
が
落
下
、
飛
散
す
る
被

害
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な

り
、
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
25
年
10
月
１

日
に
「
五
島
市
空
き
家
等

の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
」を
制
定
さ
れ
て
い
る
。

◇
空
き
家
等
の
実
態

　

平
成
25
年
に
建
設
課

で
個
別
に
老
朽
度
な
ど

を
調
査
し
た
結
果
、
１
，

５
０
４
件
を
空
き
家
と
認

定
し
、
そ
れ
を
老
朽
度
に

よ
り
Ａ
か
ら
Ｄ
ま
で
の
４

段
階
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。

Ａ
「
小
規
模
の
修
繕
に

よ
り
再
利
用
が
可
能
」

２
４
２
件
（
16
．
１
％
）

Ｂ
「
管
理
が
行
き
届
い
て

お
ら
ず
損
傷
も
見
ら
れ
る

が
、
当
面
の
危
険
性
は
な

い
」
77
件
（
５
．
１
％
）

Ｃ
「
今
す
ぐ
に
倒
壊
や
建

築
材
の
飛
散
等
の
危
険
性

は
な
い
が
、
管
理
が
行
き

届
い
て
お
ら
ず
、
損
傷

が
著
し
い
」
９
３
３
件

（
62
％
）

Ｄ
「
倒
壊
や
建
築
材
の
飛

散
な
ど
危
険
が
切
迫
し
て

お
り
、
緊
急
度
が
極
め
て

高
い
」
２
５
２
件
（
16
．

８
％
）
こ
の
よ
う
に
老
朽

化
が
進
ん
だ
Ｃ
ラ
ン
ク
と

Ｄ
ラ
ン
ク
で
１
，
１
８
５

件
（
78
．
８
％
）
を
占
め

て
い
る
。

　

平
成
27
年
３
月
末
現
在

で
、
指
導
書
を
交
付
し
た

件
数
が
55
件
、
そ
の
内
回

答
が
あ
っ
た
の
が
18
件
、

そ
の
内
対
応
を
検
討
す
る

が
13
件
、
そ
の
内
除
却
が

確
認
さ
れ
た
の
が
９
件
と

な
っ
て
い
る
。

◇
五
島
市
空
き
家
バ
ン
ク

制
度

　

五
島
市
で
は
、
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
る
一

つ
の
方
法
と
し
て
、
市
外

か
ら
の
移
住
者
の
受
け
入

れ
を
進
め
て
い
る
。ま
た
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
移
住

希
望
者
に
空
き
家
を
紹
介

す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」

の
制
度
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
と

は
、
市
内
の
空
き
家
の
賃

貸
・
売
却
を
希
望
す
る
所

有
者
か
ら
空
き
家
情
報
を

集
め
、
所
有
者
の
了
解
を

得
た
う
え
で
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
移
住
希
望

者
へ
情
報
発
信
を
行
い
、

成
約
に
つ
な
げ
る
制
度
で

あ
る
。

◇
五
島
市
空
き
家
活
用
促

進
事
業
補
助
金

　

五
島
市
空
き
家
バ
ン
ク

に
登
録
さ
れ
た
物
件
の
改

修
等
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
助
成
す
る
制
度
で
あ

り
、
移
住
者
で
も
空
き
家

の
所
有
者
の
ど
ち
ら
で
も

対
象
に
な
り
、
補
助
額

は
、
補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
の
額
で
、
上

限
１
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

◇
移
住
体
験
宿
泊
所
整
備

事
業

　

五
島
市
の
定
住
促
進
事

業
の
推
進
を
目
的
と
し
た

住
宅
で
、
五
島
市
で
の
生

活
を
短
期
的
に
体
験
す
る

た
め
の
住
宅
で
あ
り
、
ま

た
、
移
住
希
望
者
が
五
島

市
内
に
住
む
家
を
探
す
間

の
仮
の
住
宅
と
し
て
五
島

市
外
か
ら
の
移
住
希
望
者

が
利
用
す
る
住
宅
の
こ
と

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
と
し

て
、
80
組
１
３
１
名
が
利

用
さ
れ
、
42
組
74
名
が
移

住
さ
れ
て
い
る
。

◇
武
家
屋
敷

　
短
期
滞
在
住
宅

総
務
常
任
委
員
会

産
業
常
任
委
員
会



・所得税及び市（町）県民税の申告の際、医療費控除を受けられる場合は、「平成28年中（1月か
ら12月まで）に支払われた医療費等の総額」から「保険金などで補てんされる金額」を差し引く
こととされており、後期高齢者医療制度においては、「高額療養費」及び「高額介護合算療養
費」の対象となられた場合の支給額が「補てんされる金額」となります。

・平成28年分の申告で医療費控除を予定され、平成28年中に「高額療養費」及び「高額介護合算療
養費」の支給を受けられた方は、江北町役場福祉課国保係（℡86-5614）へお問い合わせくださ
い。

○ 医療費控除の対象となる金額は、次の式で計算した金額（最高で200万円）です。

　佐賀県後期高齢者医療広域連合では、現在服用されているお薬をジェネリック医薬品（後発医薬品）
に切り替えられた場合に、お薬代の自己負担額をどのくらい軽減できるか試算した差額通知ハガキを

「ジェネリック医薬品に関するお知らせ」として、平成 29 年 1 月 31 日に発送しています。

○ 通知の対象となる方
　該当月に処方された先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えられた場合に、1ヶ月あたり
の自己負担額の軽減が一定額以上見込まれる方が対象となります。
※必ずしも全員の方に届くわけではありません。
○ 通知の記載内容について

１．お薬代にかかった金額のみ表示しています。
　実際の窓口でのお支払いには、技術料・管理料等の別費用が含まれていることがあります。
２．ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代が安くなる可能性があることをお伝えするもので、
　切り替えを強制するものではありません。

○ ジェネリック医薬品とは？
　ジェネリック医薬品は、最初に作られたお薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売される医薬品です。
　先発医薬品と同等の有効成分・効能・効果をもつ医薬品ですが、まったく同一というわけではありません。
　ジェネリック医薬品を希望される場合は、まずは、かかりつけの医師・薬剤師へご相談ください。

○ お問い合わせ窓口
　通知書に関するお問い合わせ専用窓口「国民健康保険中央会コールセンター」を設けています。通知書裏面
にコールセンターのフリーダイヤルが記載されていますので、ご利用ください。

【平成 28 年分所得申告における
  医療費控除適用時の高額療養費等の金額について】

ジェネリック医薬品に関するお知らせ

平成28年中に支
払った医療費の
総額

保険金などで補てん
される金額

後期高齢者医療制度では
「高額療養費」、「高額介護合算療養費」が対象となります

医療費控除額
（最高200万円）

「10万円」または「総所得金
額等の合計額の5％」のいず
れか少ない方の金額

－ － ＝

（注）保険金などで補てんされる金額は、その給付の目的となった医療費の金額を限度として差し引きますので、
　　　引ききれない金額が生じた場合であっても他の医療費からは差し引きません。

お問い合わせ先　佐賀県後期高齢者医療広域連合　業務課 給付係　電話：0952－64－8476

お問い合わせ先　佐賀県後期高齢者医療広域連合　業務課 企画・保健係　電話：0952－64－8476

議会だより議会だより

22広
報こうほく 議会だより

江北さん いらっしゃい !!
～ようこそ我が町へ～

　
年
末
・
年
始
の
慌

た
だ
し
い
と
き
に
編

集
を
し
て
お
り
ま
す

が
、
新
年
を
迎
え
、

最
初
の
議
会
だ
よ
り

と
な
り
ま
す
。
広
報

編
集
委
員
一
同
、
新

た
な
気
持
ち
で
、
よ

り
分
か
り
や
す
い
、

議
会
だ
よ
り
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
町
民

の
み
な
さ
ま
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
寄

せ
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
酉
年
！
翼

を
広
げ
て
頑
張
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
渕
上
）

編
集
後
記

広
報
委
員

　
三
苫
紀
美
子

　
土
渕
　
茂
勝

　
渕
上
　
正
昭

　
金
丸
　
祐
樹

今
回
は
、
江
北
の
企
業
で

働
か
れ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム

か
ら
の
三
人
の
女
性
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

江
北
町
で
成
人
式
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

Q
　
江
北
町
に
住
ん
で
ど

れ
く
ら
い
に
な
り
ま
す

か
。

A
　
一
年
に
な
り
ま
す
。

あ
と
二
年
間
働
い
て
ベ
ト

ナ
ム
に
帰
り
ま
す
。

Q
　
江
北
町
で
働
か
れ
て

良
か
っ
た
こ
と
は
。

A
　
職
場
の
先
輩
達
が
す

ご
く
優
し
い
で
す
。
最
初

は
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
で

す
が
、
仕
事
を
一
つ
一
つ

丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。

Q
　
江
北
町
の
良
い
と
こ

ろ
は
。

A
　
食
べ
物
が
お
い
し
い

特
に
お
寿
司
、
お
肉
が
大

好
き
で
す
。

Q
　
休
日
の
日
は
何
を
し

て
過
ご
し
て
い
ま
す
か
。

A
　
自
転
車
で
町
内
の

ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
出

か
け
ま
す
。
田
園
風
景
が

故
郷
を
思
い
出
し
ま
す

ね
。

Q
　
好
き
な
人
は
で
き
ま

し
た
か
。

A
　
三
人
と
も
ま
だ
い
な

い
ん
で
す
よ
。

Q
　
好
き
な
人
を
見
つ
け

て
ぜ
ひ
江
北
町
に
住
ん
で

く
だ
さ
い
ね
。

Q
　
江
北
町
に
何
か
要
望

は
あ
り
ま
す
か
。

A
　
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

住
み
や
す
く
て
満
足
し
て

ま
す
。

Q
　
三
人
と
も
か
わ
い
い

で
す
ね
。

A
　
嬉
し
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
。

Q
　
と
こ
ろ
で
ベ
ト
ナ
ム

に
は
成
人
式
は
あ
り
ま
す

か
。

A
　
あ
り
ま
せ
ん
。
体
験

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

Q
　
江
北
町
に
住
ん
で

困
っ
た
こ
と
は
。

A
　
や
っ
ぱ
り
日
本
語
が

難
し
い
で
す
。
方
言
が
あ

る
の
で
最
初
は
勘
違
い
ば

か
り
し
て
ま
し
た
よ
。
最

近
は
、
江
北
町
の
方
言
覚

え
ま
し
た
。「
が
ば
い
よ

か
～
」

皆
さ
ん
笑
顔
で
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
応
じ
て
く
れ
ま

し
た
。
お
仕
事
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
ね
。改
め
て
、

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ＮＧＵＹＥＮさん

ＤＩＮＨさん

ＰＨＵＮＧさん



・所得税及び市（町）県民税の申告の際、医療費控除を受けられる場合は、「平成28年中（1月か
ら12月まで）に支払われた医療費等の総額」から「保険金などで補てんされる金額」を差し引く
こととされており、後期高齢者医療制度においては、「高額療養費」及び「高額介護合算療養
費」の対象となられた場合の支給額が「補てんされる金額」となります。

・平成28年分の申告で医療費控除を予定され、平成28年中に「高額療養費」及び「高額介護合算療
養費」の支給を受けられた方は、江北町役場福祉課国保係（℡86-5614）へお問い合わせくださ
い。

○ 医療費控除の対象となる金額は、次の式で計算した金額（最高で200万円）です。

　佐賀県後期高齢者医療広域連合では、現在服用されているお薬をジェネリック医薬品（後発医薬品）
に切り替えられた場合に、お薬代の自己負担額をどのくらい軽減できるか試算した差額通知ハガキを

「ジェネリック医薬品に関するお知らせ」として、平成 29 年 1 月 31 日に発送しています。

○ 通知の対象となる方
　該当月に処方された先発医薬品をジェネリック医薬品に切り替えられた場合に、1ヶ月あたり
の自己負担額の軽減が一定額以上見込まれる方が対象となります。
※必ずしも全員の方に届くわけではありません。
○ 通知の記載内容について

１．お薬代にかかった金額のみ表示しています。
　実際の窓口でのお支払いには、技術料・管理料等の別費用が含まれていることがあります。
２．ジェネリック医薬品に切り替えるとお薬代が安くなる可能性があることをお伝えするもので、
　切り替えを強制するものではありません。

○ ジェネリック医薬品とは？
　ジェネリック医薬品は、最初に作られたお薬（先発医薬品）の特許が切れた後に販売される医薬品です。
　先発医薬品と同等の有効成分・効能・効果をもつ医薬品ですが、まったく同一というわけではありません。
　ジェネリック医薬品を希望される場合は、まずは、かかりつけの医師・薬剤師へご相談ください。

○ お問い合わせ窓口
　通知書に関するお問い合わせ専用窓口「国民健康保険中央会コールセンター」を設けています。通知書裏面
にコールセンターのフリーダイヤルが記載されていますので、ご利用ください。

【平成 28 年分所得申告における
  医療費控除適用時の高額療養費等の金額について】

ジェネリック医薬品に関するお知らせ

平成28年中に支
払った医療費の
総額

保険金などで補てん
される金額

後期高齢者医療制度では
「高額療養費」、「高額介護合算療養費」が対象となります

医療費控除額
（最高200万円）

「10万円」または「総所得金
額等の合計額の5％」のいず
れか少ない方の金額

－ － ＝

（注）保険金などで補てんされる金額は、その給付の目的となった医療費の金額を限度として差し引きますので、
　　　引ききれない金額が生じた場合であっても他の医療費からは差し引きません。

お問い合わせ先　佐賀県後期高齢者医療広域連合　業務課 給付係　電話：0952－64－8476

お問い合わせ先　佐賀県後期高齢者医療広域連合　業務課 企画・保健係　電話：0952－64－8476
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江北町農業委員会の委員を募集します。
任期　平成２９年７月２０日から平成３２年７月１９日まで（３年間）
資格　次のすべてに該当する方。

（１）江北町に住所を有する者、ただし、特別の事情があればその限りではない。
（２）江北町の常勤職員でない者
（３）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第
　　６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）でないこと。

活動内容
　　農地の権利移動の許可、農地利用集積計画、農地利用配分計画、農地転用許可にあたっ
て具申すべき意見の決定などを農業委員会総会に出席して、最終的に合議体として決定す
ることを主体として、活動を行います。
　　担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地、荒廃農地の発生防止・解消等の地域に
おける現場活動をおこなう。
　　担当する区域は、上小田地区、下小田地区、山口地区、八町地区、惣領分地区、佐留志
地区の６区域とします。

報酬　江北町が定める報酬額を支給します。
募集の期間
　　　平成２９年３月２２日（水曜日）～４月１８日（火曜日）
定数、募集の方法
　　　○定数　１３人
※定数１３名のうち認定農業者又は農業法人の理事が７名以上、女性２名、
　年齢50歳以下１名、農業等の利害関係がない者１名

　　（農業委員会等に関する法第８条第５項から第７項）
　　　○募集の方法
　　　（１）農業者等からの推薦
　　　（２）応募（本人が自ら応募する）

農業委員会の委員の募集について

問い合わせ　農業委員会事務局　電話　８６－５６２０

2017年1月からセルフメディケーション税制
（医療費控除の特例）が始まります。
従来の医療費控除制度は、1年間（1月1日～12月31日）に自己負担した医療
費が、自分と扶養家族の分を合わせて「合計10万円」を越えた場合、確定申告
をすることにより、所得税が一部還付されたり、翌年の住民税が減額される制
度です。治療のために購入したOTC医薬品の代金もこの医療費控除制度の対
象となります。
従来の医療費控除制度の特例として、2017年1月から新たに
「セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）」が施行されます。
特定の成分を含んだOTC医薬品の年間購入額が「合計1万
2,000円」を越えた場合に適用される制度です。

※この特例は、平成29年分の確定申告から適用できます。なお、平成29年分の確定申告の
　一般的な提出期限は、平成30年2月16日から3月15日までです。

生まれ ※訴訟実費別途

昭和16年7月2日～

昭和63年1月27日

50万円～

3,600万円 
成功報酬制
着手金・相談料 無料

金
付
給

用
費
士
護
弁

者
象
対 ※ご遺族の方

も給付金請求
できます

※病態に応じ
て給付金等の
内容が異なり
ます

型肝炎訴訟
（給付金請求）について

無 料 相 談 会個  

別
。
す
ま
い
行
を

武雄市文化会館2/12 (日)

2/25 (土) 佐賀市市民活動プラザ

鹿島市民会館2/26(日)
個別面談なので、他の方と顔を
合わすことはございません。

完全予約制☎

集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ、一人で悩まずに無料個別相談会をご利用ください。

無料電話相談も
同時受付中！ お気軽にお電話下さい。

弁護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京弁護士会所属 登録番号35029
□TEL 03-5363-6333

□http://precious-law.jp/
□E-mail:info@precious-law.jp

□FAX 03-5363-6334  

東京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A  【営業時間】 平日 9：00～18：00

0120-013-621
9:00 18:00～平日

〈ご予約受付時間〉

江北町と九州ろうきん

協調融資 九州ろうきんのライフローン
教育・自動車・冠婚葬祭・介護費用
等、勤労者の生活に必要となる資
金であれば、ご利用いただけます。

毎週木曜日は１７時～１９時
まで時間外相談会実施中！

ご利用いただける方 融資限度額

300万円
返済期間

10年以内

★以下を全て満たす勤労者の方
①江北町内に居住している方
②お申込時の年齢が満１８歳以上で、満７１歳
　 の誕生日までに完済できる方
③安定継続した年収が150万円以上で、世帯に
   おける年間の総収入額が800万円以下の方
④勤続年数が１年以上の方
⑤当金庫指定の保証機関の保証が得られる方

年利２．０％（固定金利・保証料別）
<ろうきん>指定の保証機関をご利用いただき
ます。別途保証機関が定める保証料が必要とな
ります。
○お勤め先の組合などがろうきんに
　 会員加入されている場合　　　　年０．７％
○勤労者（給与による収入）の方で
　 上記以外の方　　　　  　　　　年１．２％

江北町では、九州労働金庫との間で協調融資制度（勤労者福利厚生資金
貸付の預託金を拠出）の活用により、生活の安定に資する為、勤労者に対し
福利厚生資金として貸付を行っています。
★詳しくは、下記店舗までお問い合わせください。

※上記金利は、２０１７年１月１日現在の金利です。

ローンセンターさが　　０９５２（３６）５３１１
○佐賀支店　0952（32）1231　　○鹿 島 支 店　0954（63）5251
○鳥栖支店　0942（83）3211　　○武 雄 支 店　0954（23）1511
○唐津支店　0955（74）4131　　○小城多久支店　0952（72）3131 
○伊万里支店　0955（22）6111

お問い
合わせ

　様々な場面で障がい者と健常者はともに暮らしていますが、「合理的配慮」がないと、障がい者は自分らしく生
活していくことが困難です。昨年から施行された「障がい者差別解消法」について、専門家や障がい者の方々にディ
スカッションしていただき、私たちみんなが共により良く生活していくための「合理的配慮」について考えます。

障がい者差別解消法ってなあに？ 一緒に考えて　
　　みませんか？

法テラス佐賀

佐賀県弁護士会共催

日　時：平成 29年 2月 16日（木）13：30～ 16：30
場　所：佐賀市文化会館イベントホール
参加費：無料（先着 100名様）
申込方法：法テラス佐賀 050-3383-5510 までお電話ください
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江北町農業委員会の委員を募集します。
任期　平成２９年７月２０日から平成３２年７月１９日まで（３年間）
資格　次のすべてに該当する方。
（１）江北町に住所を有する者、ただし、特別の事情があればその限りではない。
（２）江北町の常勤職員でない者
（３）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第77号）第２条第
　　６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）でないこと。

活動内容
　　農地の権利移動の許可、農地利用集積計画、農地利用配分計画、農地転用許可にあたっ
て具申すべき意見の決定などを農業委員会総会に出席して、最終的に合議体として決定す
ることを主体として、活動を行います。
　　担い手への農地利用の集積・集約化、遊休農地、荒廃農地の発生防止・解消等の地域に
おける現場活動をおこなう。
　　担当する区域は、上小田地区、下小田地区、山口地区、八町地区、惣領分地区、佐留志
地区の６区域とします。

報酬　江北町が定める報酬額を支給します。
募集の期間
　　　平成２９年３月２２日（水曜日）～４月１８日（火曜日）
定数、募集の方法
　　　○定数　１３人
※定数１３名のうち認定農業者又は農業法人の理事が７名以上、女性２名、
　年齢50歳以下１名、農業等の利害関係がない者１名

　　（農業委員会等に関する法第８条第５項から第７項）
　　　○募集の方法
　　　（１）農業者等からの推薦
　　　（２）応募（本人が自ら応募する）

農業委員会の委員の募集について

問い合わせ　農業委員会事務局　電話　８６－５６２０

2017年1月からセルフメディケーション税制
（医療費控除の特例）が始まります。
従来の医療費控除制度は、1年間（1月1日～12月31日）に自己負担した医療
費が、自分と扶養家族の分を合わせて「合計10万円」を越えた場合、確定申告
をすることにより、所得税が一部還付されたり、翌年の住民税が減額される制
度です。治療のために購入したOTC医薬品の代金もこの医療費控除制度の対
象となります。
従来の医療費控除制度の特例として、2017年1月から新たに
「セルフメディケーション税制（医療費控除の特例）」が施行されます。
特定の成分を含んだOTC医薬品の年間購入額が「合計1万
2,000円」を越えた場合に適用される制度です。

※この特例は、平成29年分の確定申告から適用できます。なお、平成29年分の確定申告の
　一般的な提出期限は、平成30年2月16日から3月15日までです。

生まれ ※訴訟実費別途

昭和16年7月2日～

昭和63年1月27日

50万円～

3,600万円 
成功報酬制
着手金・相談料 無料

金
付
給

用
費
士
護
弁

者
象
対 ※ご遺族の方

も給付金請求
できます

※病態に応じ
て給付金等の
内容が異なり
ます

型肝炎訴訟
（給付金請求）について

無 料 相 談 会個  

別
。
す
ま
い
行
を

武雄市文化会館2/12 (日)

2/25 (土) 佐賀市市民活動プラザ

鹿島市民会館2/26(日)
個別面談なので、他の方と顔を
合わすことはございません。

完全予約制☎

集団予防接種によりB型肝炎ウイルスに持続感染された方へ、一人で悩まずに無料個別相談会をご利用ください。

無料電話相談も
同時受付中！ お気軽にお電話下さい。

弁護士 饗庭亨一「あいば こういち」東京弁護士会所属 登録番号35029
□TEL 03-5363-6333

□http://precious-law.jp/
□E-mail:info@precious-law.jp

□FAX 03-5363-6334  

東京都新宿区四谷4-3 福屋ビル6-A  【営業時間】 平日 9：00～18：00

0120-013-621
9:00 18:00～平日

〈ご予約受付時間〉

江北町と九州ろうきん

協調融資 九州ろうきんのライフローン
教育・自動車・冠婚葬祭・介護費用
等、勤労者の生活に必要となる資
金であれば、ご利用いただけます。

毎週木曜日は１７時～１９時
まで時間外相談会実施中！

ご利用いただける方 融資限度額

300万円
返済期間

10年以内

★以下を全て満たす勤労者の方
①江北町内に居住している方
②お申込時の年齢が満１８歳以上で、満７１歳
　 の誕生日までに完済できる方
③安定継続した年収が150万円以上で、世帯に
   おける年間の総収入額が800万円以下の方
④勤続年数が１年以上の方
⑤当金庫指定の保証機関の保証が得られる方

年利２．０％（固定金利・保証料別）
<ろうきん>指定の保証機関をご利用いただき
ます。別途保証機関が定める保証料が必要とな
ります。
○お勤め先の組合などがろうきんに
　 会員加入されている場合　　　　年０．７％
○勤労者（給与による収入）の方で
　 上記以外の方　　　　  　　　　年１．２％

江北町では、九州労働金庫との間で協調融資制度（勤労者福利厚生資金
貸付の預託金を拠出）の活用により、生活の安定に資する為、勤労者に対し
福利厚生資金として貸付を行っています。
★詳しくは、下記店舗までお問い合わせください。

※上記金利は、２０１７年１月１日現在の金利です。

ローンセンターさが　　０９５２（３６）５３１１
○佐賀支店　0952（32）1231　　○鹿 島 支 店　0954（63）5251
○鳥栖支店　0942（83）3211　　○武 雄 支 店　0954（23）1511
○唐津支店　0955（74）4131　　○小城多久支店　0952（72）3131 
○伊万里支店　0955（22）6111

お問い
合わせ

　様々な場面で障がい者と健常者はともに暮らしていますが、「合理的配慮」がないと、障がい者は自分らしく生
活していくことが困難です。昨年から施行された「障がい者差別解消法」について、専門家や障がい者の方々にディ
スカッションしていただき、私たちみんなが共により良く生活していくための「合理的配慮」について考えます。

障がい者差別解消法ってなあに？ 一緒に考えて　
　　みませんか？

法テラス佐賀

佐賀県弁護士会共催

日　時：平成 29年 2月 16日（木）13：30～ 16：30
場　所：佐賀市文化会館イベントホール
参加費：無料（先着 100名様）
申込方法：法テラス佐賀 050-3383-5510 までお電話ください
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　「ダメダメっ。危ない！そんなことしちゃダメっ。あがりなさい！」
先月、妻の実家に帰省していた子どもたちを迎えに行ったとき、お風呂のフタの下に潜り込んで遊んで
いた息子（４歳）をいきなり怒鳴りつけてしまいました（しかも、頭から洗濯ネットをかぶっていまし
た。危険！）。息子は「もう今日は帰らない！お父さんだけ帰って！」と大激怒です。
　さて、この場合、いきなり怒鳴る以外にどんな良い方法があったでしょうか？
危険なこと、本当にいけないことは放任せず、やめるように（時には厳しくても）教えなくてはいけな
いでしょう。しかし怒鳴っても聞き入れてくれず、力ずくで教えようとすると、余計にかたくなにな
り、逆効果なことがありませんか？
　小さな子の子育てをしていると、気がつけば感情的になったり、「ダメよ。」「やめなさい。」「早く！」
など、禁止、否定、ダメだしの言葉、行動を支配するための言葉が多くなっていることがあります。
　これを読まれている皆さんはどうですか？逆に放任しすぎていますか？

　「感情的に怒ってはだめです。怒るのではなく、叱りましょう（キリッ）。」 
ということもよく言われますが、そんなにうまくできないですよね。 
　そもそも、「叱ること前提」の、「言うことを聞かせる」子育てに偏りすぎていると、どうしても親
子ともにしんどくなります。
　それは、あまりにダメ出し、指示、規制ばかりされていると、子どもはその大人との信頼感が薄れ、
さらに言うことを聞かなくなるか、表面上だけ従うようになるからです（例えば、上司がダメ出しや指
示ばかりする人だったら？大人だって嫌になります）。もちろん、叱ること怒ることも必要な場面があ
りますが、叱る前にやるべきこと、もっと良い方法で子どもを育てていけたらいいですよね。

 「保育士おとーちゃん」としてブログが人気の須賀義一さん（※）は、叱ることありきの子育てに警
鐘を鳴らしておられます。須賀さんがお勧めされるのは、叱る前に「心の言葉」を伝えること。子ども
が困ること、嫌なことをしたら、「そういうことをしたらお父さん（お母さん）困るな」「悲しいな」
と、どんな小さな子にもちゃんと言葉で、しかも口先だけでなく気持ちや態度で伝えることです。
　ネガティブな感情だけでなく、日頃から、「楽しいね」「うれしいね」「おいしいね」といったプラ
スの感情も伝えて、お互いに共感し合っていると、子どもとの間に太い、暖かい、強い心のパイプがで
きていくんだそうです。この心のパイプが、「信頼」です。子どもは、信頼している大人の言うことは
ちゃんと聞いてくれるようになります。そのことは、私たち大人がちゃんと子どもを信じてあげたいで
すね。
　それから、「心の言葉」を伝えたら、すぐに子どもがわかってくれなくても、じっと待ってあげるこ
と。そしてもし気持ちが伝わって、行動が変わったら、しっかり認めてあげること。この、「伝える→
待つ（見守る）→認める」のサイクルを繰り返していくのも大切なんだそうです。

　子育てに正解はないと思いますが、子どもを信じ、信じられる関係を作られたらいいですね。子育て
中の同志の皆様、おのおの方、ぬかりなく。

教 育 の
ス ス メ

めしませ、「心の言葉」
永林寺保育園  園長　遥 山 典 仁

（※）この記事は、須賀義一さんの著書『保育士おとーちゃんの「叱らなくていい子育て」』の内容をご紹介したものです。

2月のうるるカレンダー2月のうるるカレンダー

うるるんキッズ ぴよぴよルーム 毎週金曜日（10:15～11:０0）
◎対象：満１歳～未就園児

第２、第4水曜日（16:00～17:00）
◎対象：小学１年～６年生

読み聞かせ 第2月曜日（10:30～11:00）
◎対象：満１歳～未就園児

日 月 火 水 金

6
13（読み聞かせ）

20
27

木 土

7
14
21
28

5
12
19
26

2
9
16
23

3（リトミック遊び）

10（小麦粉ねんど遊び）
17（お雛さま製作）

24（お誕生会ランチ交流）

4
11
18
25

1
8（筆遊び）

15
22（毛糸製作）

【お問い合わせ】
こども教育課　こどもセンター「うるる」
　　　　　　　電話 ６５－１２６５　

～  ２月３日 は 節分です ～

２月３日(金）のぴよぴよルームには、西九州短期
大学の幼児保育学科の先生・生徒によるリトミッ
ク遊びを予定しております。
多くの皆さんのご来館をお待ちしております。

（西九州短期大学による）

　「節分」は「せちわかれ」とも言い、本来 季節の変わり目、すなわち 立春・立夏・立秋・
立冬の前日 を指す言葉です。
　旧暦では立春が１年の初めと考えられていたため、現在は 「節分」といえば春の節分 を指
すようになり、２月３日（２日、４日の時もある） にあたります。 
　立春が正月 なのに対して、節分は大晦日 の役割をもち、 １年間の厄払い（季節の変わり
目には邪気が入りやすい） のために 豆まき を行います。豆をまく人は、一般的に 年男 ある
いは 一家の主人 で、「鬼は外、福は内」と言いながら 煎った大豆（生豆を使わないのは、
拾い忘れたものから芽がでるとよくないことがあるとされているため） をまきます。
　ぜひみなさんも豆まきをしてみましょう。
　豆まきのいり大豆が残ったらリメイクして使い切りましょう

【 節分のいわれ 】

★大豆のかき揚げ
作り方
① 煎り大豆は水に 2 ～３時間つけてざるにあげる
　（茹で大豆を使う時はそのまま使用）
②桜えび・じゃこなどを天ぷら粉に混ぜいっしょに揚げる

★大豆のおやつ
作り方
①煎り大豆はフライパンでから煎りし

温め、皿にとりだす
②同じフライパンに砂糖水を入れフツ

フツと大きな泡ができたら①の大豆
を入れ、弱火にしてある程度パラパラ
になるまで炒る

③きな粉・黒ゴマ・青のりなどを熱い
うちにまぶす

＊＊お知らせ＊＊
『食改の食育教室』が実施されます
★日程：平成 29 年３月７日（火）
　　　　午前 10 時～
★場所：ネイブル　１階　集団指導室
★内容：食育に関するお話、
　　　　親子で簡単な調理実習、手遊び、
　　　　読み聞かせなど
★持参物：手拭きタオル、お茶、
　　　　　汚れてもいい服装又はエプロン

※材料の準備があるので保健センターへ
　事前に予約してください。
　（保健センター　71-6324）

材料
・煎り大豆　５０ｇ
・砂糖　　大さじ 4
・水　　　小さじ２
・きな粉
・黒ゴマなど
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2月のうるるカレンダー2月のうるるカレンダー

うるるんキッズ ぴよぴよルーム 毎週金曜日（10:15～11:０0）
◎対象：満１歳～未就園児

第２、第4水曜日（16:00～17:00）
◎対象：小学１年～６年生

読み聞かせ 第2月曜日（10:30～11:00）
◎対象：満１歳～未就園児

日 月 火 水 金

6
13（読み聞かせ）

20
27

木 土

7
14
21
28

5
12
19
26

2
9
16
23

3（リトミック遊び）

10（小麦粉ねんど遊び）
17（お雛さま製作）

24（お誕生会ランチ交流）

4
11
18
25

1
8（筆遊び）

15
22（毛糸製作）

【お問い合わせ】
こども教育課　こどもセンター「うるる」
　　　　　　　電話 ６５－１２６５　

～  ２月３日 は 節分です ～

２月３日(金）のぴよぴよルームには、西九州短期
大学の幼児保育学科の先生・生徒によるリトミッ
ク遊びを予定しております。
多くの皆さんのご来館をお待ちしております。

（西九州短期大学による）

　「節分」は「せちわかれ」とも言い、本来 季節の変わり目、すなわち 立春・立夏・立秋・
立冬の前日 を指す言葉です。
　旧暦では立春が１年の初めと考えられていたため、現在は 「節分」といえば春の節分 を指
すようになり、２月３日（２日、４日の時もある） にあたります。 
　立春が正月 なのに対して、節分は大晦日 の役割をもち、 １年間の厄払い（季節の変わり
目には邪気が入りやすい） のために 豆まき を行います。豆をまく人は、一般的に 年男 ある
いは 一家の主人 で、「鬼は外、福は内」と言いながら 煎った大豆（生豆を使わないのは、
拾い忘れたものから芽がでるとよくないことがあるとされているため） をまきます。
　ぜひみなさんも豆まきをしてみましょう。
　豆まきのいり大豆が残ったらリメイクして使い切りましょう

【 節分のいわれ 】

★大豆のかき揚げ
作り方
① 煎り大豆は水に 2 ～３時間つけてざるにあげる
　（茹で大豆を使う時はそのまま使用）
②桜えび・じゃこなどを天ぷら粉に混ぜいっしょに揚げる

★大豆のおやつ
作り方
①煎り大豆はフライパンでから煎りし

温め、皿にとりだす
②同じフライパンに砂糖水を入れフツ

フツと大きな泡ができたら①の大豆
を入れ、弱火にしてある程度パラパラ
になるまで炒る

③きな粉・黒ゴマ・青のりなどを熱い
うちにまぶす

＊＊お知らせ＊＊
『食改の食育教室』が実施されます
★日程：平成 29 年３月７日（火）
　　　　午前 10 時～
★場所：ネイブル　１階　集団指導室
★内容：食育に関するお話、
　　　　親子で簡単な調理実習、手遊び、
　　　　読み聞かせなど
★持参物：手拭きタオル、お茶、
　　　　　汚れてもいい服装又はエプロン

※材料の準備があるので保健センターへ
　事前に予約してください。
　（保健センター　71-6324）

材料
・煎り大豆　５０ｇ
・砂糖　　大さじ 4
・水　　　小さじ２
・きな粉
・黒ゴマなど
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森

　
新
成
人
の
皆
さ
ん
、
ご

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
今
年
の
成
人
式
は
、
今

ま
で
と
違
い
、
一
人
ず
つ

マ
イ
ク
を
持
ち
、
近
況
を

報
告
し
ま
し
た
。
新
成
人

の
方
が
自
分
の
名
前
を
言

う
と
、
保
護
者
や
恩
師
の

方
々
か
ら
「
大
き
く
な
っ

た
！
」
、
「
変
わ
り
す
ぎ

て
誰
か
わ
か
ら
ん
や
っ

た
！
」
と
い
う
よ
う
な
笑

い
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
し

た
。

　
成
人
式
の
際
に
、
匿
名

で
今
後
の
抱
負
を
書
い
て

も
ら
い
ま
し
た
。
就
き
た

い
職
業
や
、
気
持
ち
の
こ

も
っ
た
思
い
が
か
か
れ
て

い
ま
し
た
。
今
後
も
そ
う

い
っ
た
気
持
ち
を
忘
れ
ず

に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

臨
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。

　
私
も
成
人
式
の
と
き
の

気
持
ち
を
思
い
だ
し
、
目

標
を
持
っ
て
生
き
て
い
き

た
い
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
。

ビッキーのビッキーの

　
嘉
瀬
川
ダ
ム
は
、
洪
水
調
節
や
農
業
用
水
な
ど
の
確
保
、
水
力
発
電
を
目
的
と
し
、
39

年
の
歳
月
を
か
け
て
佐
賀
県
随
一
の
規
模
を
誇
る
ダ
ム
と
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
没
地
区
住
民
の
皆
さ
ん
と
水
の
恵
み
に
感
謝
し
、
嘉
瀬
川
ダ
ム
と
佐
賀
の
こ
れ
か
ら

の
発
展
を
祈
っ
て
竣
工
５
周
年
記
念
祭
を
行
い
ま
す
。
農
産
物
即
売
会
や
佐
賀
県
産
食
材

を
使
っ
た
料
理
の
ふ
る
ま
い
、
ダ
ム
湖
で
の
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー
体
験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
を
行
い
ま
す
。
水
の
恵
み
と
ダ
ム
に
関
わ
る
多
く
の
方
々
に
想
い
を
馳
せ
る
と
と
も
に
、

豊
か
な
佐
賀
の
食
や
伝
統
芸
能
、
ダ
ム
を
活
用
し
た
催
し
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
平
成
29
年
３
月
５
日
（
日
）
第
１
部
　
10
時
〜
11
時
『
嘉
瀬
川
ダ
ム
感
謝
祭
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
部
　
11
時
〜
16
時
『
上
下
流
交
流
会
』

【
場
所
】
嘉
瀬
川
ダ
ム
管
理
事
務
所
『
水
恵
無
限
』
の
碑
前
広
場

 

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】
即
売
会
、ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、賑
わ
い
広
場
、陸
上
ボ
ー
ト
漕
ぎ
競
争
、

　
　
　
　
　
　
　 

ド
ロ
ー
ン
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
、カ
ヌ
ー
・
ボ
ー
ト
体
験
会
、ダ
ム
見
学
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
水
源
地
域
連
携
・
活
性
化
促
進
協
議
会

　
電
話
：
０
９
５
２
（
４
０
）
７
０
４
３
（
佐
賀
市
企
画
政
策
課
内
）

　
　
　
　
０
９
５
２
（
５
８
）
２
１
１
１
（
佐
賀
市
富
士
支
所
内
）

嘉
瀬
川
ダ
ム
竣
工
５
周
年
記
念
祭
を
開
催
し
ま
す
！

お
知
ら
せ

　
青
色
申
告
は
、自
分
の
経
営
を
客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な
ツ
ー
ル
で
す
。青
色

申
告
に
は
、税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、早
速
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

　
新
た
に
青
色
申
告
を
始
め
る
た
め
に
は
、
個
人
の
場
合
、
平
成
29
年
３
月
15
日
ま
で

に
最
寄
り
の
税
務
署
に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
申
請
を
行
え
ば
、
平
成
29
年
分
の
所
得
か
ら
、
青
色
申
告
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
（
申
告
時
期
は
平
成
30
年
２
月
〜
３
月
）
。

　
な
お
、
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、
青
色
申
告
を

行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で

な
く
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少
を
補
塡
す
る
仕
組
み
で
す
。

■
詳
細
は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
九
州
農
政
局 
佐
賀
支
局 

地
方
参
事
官

室
ま
で 

電
話
：
０
９
５
２
（
２
３
）
３
１
３
１

農
業
者
の
皆
様
へ
　
青
色
申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う 

！

「
今
契
約
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
よ
り
必
ず
安
く
な
る
か
ら
乗
り
換
え
ま
せ
ん
か
」
と

電
話
勧
誘
さ
れ
、
承
諾
し
た
。
そ
の
後
、
業
者
の
指
示
に
従
い
、
パ
ソ
コ
ン
で
プ
ロ
バ

イ
ダ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
画
面
を
開
く
と
、
遠
隔
操
作
で
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
変
更
が
行
わ
れ

た
。
変
更
後
、
こ
れ
ま
で
契
約
し
て
い
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
料
金
を
確
認
す
る
と
、
新
し

い
契
約
先
の
ほ
う
が
高
額
に
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
解
約
を
申
し
出
た
が
「
き
ち
ん

と
説
明
し
て
い
る
。
解
約
に
は
、
違
約
金
１
万
５
千
円
が
必
要
」
と
言
わ
れ
た
。

【
ひ
と
こ
と
助
言
】

○
電
話
で
大
手
電
話
会
社
を
か
た
る
な
ど
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た
め

の
プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
の
変
更
を
持
ち
か
け
、
遠
隔
操
作
で
設
定
変
更
を
す
る
勧
誘
方

法
に
関
す
る
相
談
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

○
「
今
よ
り
安
く
な
る
」
な
ど
と
勧
誘
さ
れ
て
も
、
契
約
前
に
契
約
内
容
に
関
す
る
書

面
を
は
っ
き
り
求
め
、
理
解
出
来
な
け
れ
ば
承
諾
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
江
北
町
消
費
生
活
相
談
窓
口
　
℡
０
９
５
２-

８
６-

５
６
１
５

「
今
よ
り
安
く
な
る
」
？
プ
ロ
バ
イ
ダ
変
更
勧
誘
に
注
意

　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
さ
が
と
は…

県
内
勤
労
者
と
そ
の
家
族
の
生
活
全
般
に
係
わ
る
悩
み
や

困
り
事
の
相
談
を
受
け
止
め
、一緒
に
そ
の
解
決
を
め
ざ
す
生
活
支
援
を
目
的
と
し
ま
す
。

・
労
働
問
題
や
多
重
債
務
な
ど
の
困
り
ご
と
・
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
の
生
活
支
援

■
連
絡
先
　
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
さ
が
　
℡
０
１
２
０-

９
３
１-

５
３
６（
ど
な
た
で
も
利
用
可
）

「
労
働・暮
ら
し
の
相
談
」を
受
付
け
ま
す
。ラ
イ
フ
セ
ン
タ
ー
さ
が
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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いきいき健康カレンダー

※武雄地区休日急患センター
・診察時間：午前9時～午後5時（日曜・祝日）　　小児夜間救急（診療）：午後7時～午後9時（土曜・日曜・祝日）

新着本おすすめ

『おまるにぴょん、できるかな！トイレのえほん』

『くろくまくんとしろくまくん』

『山びこくん』

『だるまちゃんとにおうちゃん』

●随時、新しい本が入ってきています。新着本など、本の検索
はネイブルのホームページからでもできますので、どうぞご
利用ください。

●リクエストも受付けております。お気軽にカウンターまでどうぞ。
●毎月第３土曜日におはなし会を行っています。
　 次回は2月18日（土）午後２時からです。　　　　　　
●ネイブルからのお願い：本を借りる人は、バッグをご持参下

さい。
★ネイブルにて『326（ミツル）さん里帰り個展』を開催します。
　期間　２月７日（火）～２月２６日（日）
　期間中は326さんの本やイラスト関係の本も県立図書館より

借用します（貸出可）

絵　本

『おしりたんてい　ププッおしり
たんていがふたりいる!?』
はまの  ゆか・絵

アニタ・ジェラーム・絵

小林  ゆき子・作・絵

たかはし  ゆうじ・作

加古  里子・作・絵

他

2月

9木

10金

13月

14火

16木

24金

28火

2歳半歯科検診

乳幼児相談

デイケア　ゆとり

ベビーとママのにこにこ教室

2か月児教室

乳児健診

離乳食教室

13：00～13：15

9：30～10：30

９:５0～10：00

9：45～10：00

9：30～  9：45

13：00～13：15

9：45～10：00

13：00～15：00

9：30～11：30

10：00～12：0０

10：00～11：00

9：45～11：30

13:00～15：00

10：00～12：00

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

保健センター

事 　 業 　 名 受付時間 時間帯 場　所

『かいけつゾロリの王子さまになるほうほう』

『うみのとしょかん』

『オリンポスの神々と７人の英雄』

『試合で勝てる！小学生のバドミントン上達のコツ50』

児童書

『銀杏堂』
橘  春香・作・絵

原  ゆたか・作・絵

葦原  かも・作

リック・リオーダン・作

城戸  友行・監修

『つながりをリノベーションする時代』

『かんたん手作り通園グッズ』

『　ｉ　』

『鼠、嘘つきは役人の始まり』

一般書

『不安のメカニズム』
クレア・ウイークス・著

田所  承己・編

増山  優子・著

西  加奈子・著

赤川  次郎・著

図書コーナーより

白石消防署管内　日曜・祭日在宅医当番予定表
月

2

日

5
11
12
19
26

日曜日
土・建国記念の日

日曜日
日曜日
日曜日

0952-84-2842
0952-82-2816
0952-37-5593
0952-87-2107
0954-65-2046

0954-65-3129
0952-82-5551
0954-65-5006
0954-65-2066
0952-84-2656

有明医院（白石町）
大町町立病院（大町町）
かわぞえ内科ｸﾘﾆｯｸ（白石）
池上内科（白石町）
溝口医院（白石町）

高島病院（白石町）
川﨑整形外科（大町町）
白浜医院（白石町）
有島クリニック（白石町）
重村医院（白石町）

曜日
当番施設名 電話番号 当番施設名 電話番号

内　　　　　科 外　　　　　科
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日 月 火 水 木 金 土

4

5 6 7 8 9 10

21 3

11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23

3月4日

24 25

26 27 28 3月1日 3月2日 3月3日

可燃物 可燃物

可燃物 可燃物

容器包装プラスチック
資源物

容器包装プラスチック
資源物

容器包装プラスチック
資源物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

容器包装プラスチック

容器包装プラスチック

可燃物

不燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

不燃物 不燃物

可燃物

可燃物

不燃物
可燃物

・心配ごと相談日 ・高校生ケーキカフェ
 「サノ・ボヌール」

・日曜役場
（町民課窓口業務のみ）

・子育てママタウンカフェ
建国記念の日

・心配ごと相談日
 および行政相談日
・ふれあいウォーキング
　〔下小田コース〕

・無料法律相談
 （前日までに要予約）・窓口延長サービス

（町民課窓口業務のみ）

・消費生活相談
・窓口延長サービス
（町民課窓口業務のみ）

・消費生活相談
・窓口延長サービス
（町民課窓口業務のみ）

・消費生活相談
・窓口延長サービス
（町民課窓口業務のみ）

毎週火曜日は　　
窓口延長サービス 
役場開設19時まで

（町民課窓口業務のみ）

・県内一周駅伝

2017年2月くらしのカレンダー

A地区指定日
新宿、土元、門前、
東分、西分、花祭、
高砂、上惣、宿（バ
イパス南を含む全
地区）

B地区指定日
観音下、石原、新町、
上区、岳、鹿ノ口、白
木、平山、仲町、浪花
町、日ノ出、原宿

C地区指定日
上分、下分、野口、
下惣、馬場、祖子
分、江口、正徳、八
北、八中、八南、東
区、大西、南郷

★2月は、資源物回収となっています。回収日
が、雨天の場合、翌週の木曜日に延期にな
ります。なお、容器包装プラスチックにおい
ては、雨天の場合も収集しますので、お間
違えのないようにお願いします。

BC地区
共通

リ

★買物には、マイバックを持参しましょう!
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・生ごみの水分はよく切りましょう。ごみ減量化にご協力お願いします。
・町指定のごみ袋に氏名・区名のご記入をお願いします。　
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